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1

学
び
を
考
え
る

C o n t e n t s

【
特
集
】
教
育
改
革

国
の
持
続
的
発
展
に
向
け
、

教
育
の
見
直
し
を
図
る

国
立
大
学
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
中
で
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
創
出
、
世
界
最
高
水
準
の
教
育
・
研
究
の

展
開
、
地
方
創
生
へ
の
取
組
な
ど
、
国
民
の
国

立
大
学
へ
の
期
待
は
ま
す
ま
す
大
き
く
、
国
大

協
は
、「
国
立
大
学
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
関
す
る

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」を
発
表
し（
２
０
１
５

年
９
月
）、
未
来
を
拓
く
国
立
大
学
と
し
て
の

姿
勢
を
一
層
明
確
に
し
ま
し
た
。

　
国
立
大
学
は
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
強
化
に
向
け

て
、新
学
部
創
設
、
学
部
改
組
、教
養
教
育
の
再

構
築
、
大
学
間
連
携
な
ど
の
大
学
改
革
を
進
め
、 

〝
競
争
力
〞
と
〝
高
い
付
加
価
値
〞
を
生
み
出

す
大
学
へ
と
進
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
基
づ
く
持
続
的
な
成
長

の
実
現
や
国
土
の
総
合
的
か
つ
均
衡
あ
る
発
展

に
対
し
て
、
文
化
的
多
様
性
の
理
解
、
世
界
や

日
本
の
社
会
、
文
化
、
歴
史
等
の
理
解
な
ど
、

人
文
社
会
科
学
で
培
わ
れ
る
知
識
や
判
断
力
・

批
判
的
思
考
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
自
然
科
学
・
人
文
社
会
科
学
を
問
わ
ず
、
倫

理
や
創
造
性
を
培
う
土
台
づ
く
り
が
大
学
に
求

め
ら
れ
る
中
で
、
本
号
で
は
、
教
育
改
革
、
特
に

人
文
社
会
科
学
の
意
義
・
役
割
や
教
養
教
育
の

再
構
築
を
中
心
に
、
取
組
事

例
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

鹿
児
島
大
学
長

前
田 

芳
實

3571113

国 大 協 T O P I C S

入試改革

地方創生

女性の活躍

国
立
大
学
長
と
有
識
者
な
ど
が
対
談

　
全
国
86
大
学
の
学
長
が
身
近
な
有
識
者
な
ど
と
の

対
談
を
行
い
、
そ
の
様
子
を
国
立
大
学
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.janu.jp/converse.htm

l

）
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。
対
談
で
は
、
各
大
学
の
独
自
性

と
と
も
に
、
社
会
か
ら
の
国
立
大
学
へ
の
期
待
が
表

れ
て
い
ま
す
。

　日
豪
大
学
職
員
短
期
交
流
研
修
事
業
を
実
施

　
国
立
大
学
協
会
で
は
、U

niversities A
ustralia

と
の
協
力
覚
書
に
基
づ
き
、
日
豪
大
学
職
員
短
期
交

流
研
修
事
業
と
し
て
、
11
月
26
日
か
ら
12
月
４
日
に

豪
州
で
の
短
期
交
流
研
修
を
実
施
し
、
日
本
の
国
立

大
学
か
ら
13
名
の
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
同
交
流
研
修
で
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
（
キ
ャ
ン

ベ
ラ
、
シ
ド
ニ
ー
）
の
大
学
な
ど
を
訪
問
し
、
現
地

大
学
の
国
際
戦
略
や
国
際
関
係
業
務
に
関
す
る
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
各
参
加
者
が
現
地
の
職
員
と
意
見

交
換
を
行
う
こ
と
で
、
現
地
大
学
の
実
情
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
た
ほ
か
、今
後
の
両
国
大
学
間
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
構
築
・
強
化
に
つ
な
げ
る
第
一
歩

と
な
り
ま
し
た
。

　
当
協
会
で
は
、
今
後
も
引
き
続
き
海
外
の
大
学
団

体
な
ど
と
の
交
流
を
通
じ
、
国
立
大
学
の
国
際
化
支

援
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

【
特
集
】 

教
育
改
革
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良
女
子
大
学

教
養
教
育
に
新
風
を
吹
き
込
む
新
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
パ
サ
ー
ジ
ュ
」で
教
育
再
編
へ
確
か
な
一
歩
を
踏
み
出
す
。
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信
州
大
学

２
０
１
６
年
に
始
動
す
る「
経
法
学
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」。

地
域
で
学
ぶ
ア
ク
テ
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ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
展
開
す
る
。
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（注）ここでは、学部の改組は除く。
　　 横浜国立大学及び東京海洋大学の学部名は仮称である。
（出所）各国立大学のHPより国立大学協会事務局作成

　これまで国立大学は、強み・特色を活かした教育改革を推進し、
地域と国の発展を支える有意な人材を育成してきた。各国立大学
の第３期中期目標・中期計画の素案によれば、2016年以降も社
会的要請の強い教育研究を展開する学部を新たに設置することが
予定されている。

 大学名 　　　新学部名 学部設置時期
 宇都宮大学 地域デザイン科学部
 千葉大学 国際教養学部
 福井大学 国際地域学部
 徳島大学 生物資源産業学部 

2016年度
 愛媛大学 社会共創学部
 佐賀大学 芸術地域デザイン学部
 大分大学 福祉健康科学部
 宮崎大学 地域資源創成学部
 東京海洋大学 海洋資源環境学部
 横浜国立大学 都市科学部 2017年度
 滋賀大学 データサイエンス学部 
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Episode 1

【特集】教育改革── 奈良女子大学

＊現代の大学教育の原型を作ったと言われる
W.v.フンボルトのゼミや実験室での研究を通じた教育。

【特集】 教育改革
教養教育に新風を吹き込む
新教育プログラム「パサージュ」で
教育再編へ確かな一歩を踏み出す。

　

豊
か
な
学
び
を
目
指
し
た
「
教
養
教
育
の
再
構
築
」

の
結
実
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
の
が
「
パ
サ
ー

ジ
ュ
」
と
「
教
養
コ
ア
科
目
」
だ
。
キ
ー
マ
ン
で
あ

る
小
路
田
泰
直
副
学
長
は
こ
う
語
る
。

　
「
国
立
大
学
の
自
主
的
か
つ
自
律
的
な
改
善
と
発
展

と
い
う
こ
と
で
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
強
化

促
進
な
ど
、
色
々
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
要
す
る
に

ゼ
ミ
を
増
や
せ
ば
良
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し

た
。
普
通
の
授
業
で
は
受
動
的
に
講
義
を
聴
い
た
学

生
が
、
試
験
で
先
生
が
気
に
入
る
答
案
を
書
い
て
高

い
点
数
を
取
り
ま
す
。一
方
、
ゼ
ミ
は
予
習
な
し
に
出

ら
れ
な
い
し
、
学
生
が
自
ら
議
論
し
て
最
後
に
書
き

ま
す
。
日
本
の
教
育
は
前
者
が
中
心
で
し
た
が
、
今
や
、

そ
の
弊
害
が
大
き
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ゼ
ミ
を
増

や
す
と
い
う
の
が
一
つ
の
答
え
だ
と
思
い
ま
す
。
本

学
は
あ
く
ま
で
フ
ン
ボ
ル
ト
型
教
育（
＊
）の
現
代
的

ス
タ
イ
ル
を
追
求
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
」

　

入
学
１
年
目
の
一
番
大
事
な
時
期
に
ゼ
ミ
体
験
さ

せ
る
こ
と
が
、
学
生
を
伸
ば
す
た
め
に
は
と
て
も
効

果
が
高
い
と
も
小
路
田
副
学
長
は
語
る
。

　

ま
た
、
大
学
の
教
員
が
高
校
の
教
員
と
一
番
違
う

点
は
、
教
育
者
で
あ
る
と
同
時
に
研
究
者
で
あ
る
こ

と
。
未
知
の
探
求
が
お
も
し
ろ
く
て
仕
方
の
な
い
研

究
者
と
い
う
「
不
思
議
な
人
た
ち
」
に
ま
ず
は
出
会
っ

て
も
ら
う
場
が「
パ
サ
ー
ジ
ュ
」だ
、と
西
村
セ
ン
タ
ー

長
は
語
り
、
こ
う
続
け
る
。

　
「
大
学
は
何
よ
り
未
知
の
こ
と
を
研
究
す
る
場
で
あ

り
、
学
生
た
ち
に
も
そ
の
過
程
を
、
身
を
も
っ
て
体

験
し
て
も
ら
う
こ
と
が
主
旨
な
の
で
す
。
研
究
者
の

姿
勢
を
見
せ
、
未
知
を
問
う
場
所
と
し
て
の
大
学
の

本
質
を
体
験
し
て
も
ら
う
。
今
わ
か
っ
て
い
る
こ
と

を
身
に
つ
け
る
こ
と
も
、
未
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
を

探
究
す
る
た
め
に
こ
そ
必
要
な
の
で
す
。
そ
の
た
め

に
学
び
が
あ
り
ま
す
」

　

注
目
さ
れ
る
「
パ
サ
ー
ジ
ュ
」
と
は
、
入
学
直
後

に
大
学
な
ら
で
は
の
「
学
問
」
に
触
れ
、
高
校
ま
で

の
学
習
と
い
か
に
違
う
か
を
体
験
す
る
少
人
数
制
の

セ
ミ
ナ
ー
で
、
理
念
と
し
て
『
５
つ
の
問
い
と
７
つ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
』
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。（
上
図
参
照
）

　
「『
５
つ
の
問
い
と
７
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
』
は
、『
問

い
』
の
形
で
教
養
教
育
の
理
念
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

今
は
一
定
の
知
識
や
常
識
を
身
に
つ
け
れ
ば
良
い
と

い
う
時
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
教
養
を
知

識
の
内
容
で
は
な
く
運
用
能
力
と
し
て
捉
え
た
い
。

持
て
る
知
識
を
使
い
こ
な
す
能
力
こ
そ
が
教
養
で
あ

る
と
い
う
発
想
で
す
。
パ
サ
ー
ジ
ュ
は
あ
く
ま
で
も

入
り
口
。
そ
の
先
に
、
教
養
コ
ア
科
目
が
あ
り
ま
す
。

１
つ
の
テ
ー
マ
を
多
方
面
か
ら
深
く
学
ん
で
い
く
科

目
で
す
。
教
員
自
身
が
学
生
と
議
論
し
な
が
ら
共
に

問
い
を
立
て
て
授
業
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。
例
え
ば

私
は
理
学
部
・
文
学
部
の
教
員
と
共
に
『
放
射
線
の

科
学
と
思
想
』
と
い
う
コ
ア
科
目
を
担
当
し
て
い
ま

す
が
、
学
生
の
問
い
は
自
然
科
学
に
も
、
歴
史
に
も
、

哲
学
に
も
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
問
い
は
７
つ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
を
通
じ
て
深
め
ら
れ
、
探
究
さ
れ
、
そ
こ

か
ら
サ
テ
ラ
イ
ト
科
目
と
呼
ぶ
関
連
科
目
の
履
修
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
新
し
い
取
組
に
は
、

参
加
す
る
学
生
に
と
っ
て
も
、
新
鮮
な
こ
と
に
飛
び

込
む
『
キ
ラ
キ
ラ
感
』
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
も
学
生

か
ら
好
意
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
理
由
の
１
つ
か
も

し
れ
ま
せ
ん
」
と
も
西
村
セ
ン
タ
ー
長
は
語
る
。

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
い
う
切
り
口
で
人
間
と
社
会
を
問

う
教
養
コ
ア
科
目
を
担
当
す
る
三
成
美
保
教
授
は
、

パ
サ
ー
ジ
ュ
と
教
養
コ
ア
科
目
を
セ
ッ
ト
に
し
、
学

生
が
自
ら
考
え
発
見
す
る
参
加
型
授
業
を
作
っ
て
い

る
。
三
成
教
授
は
こ
う
語
る
。

　
「
学
生
の
反
応
は
す
こ
ぶ
る
良
い
で
す
。
７
つ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
に
『
他
者
か
ら
学
ぶ
』
と
あ
り
ま
す
が
、

そ
こ
に
は
教
員
も
含
ま
れ
ま
す
。
参
加
者
が
学
び
合
っ

て
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
が
で
き
る
科
目
で
あ
り
、
私

た
ち
も
確
か
な
手
応
え
を
感
じ
ま
す
。
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
し
た
り
、
議
論
し
た
り
…
。
学
生
に
と
っ
て

一
番
の
訓
練
は
失
敗
し
つ
つ
学
ぶ
経
験
。
１
年
生
の

段
階
で
そ
れ
を
体
験
で
き
れ
ば
、
何
が
学
び
の
ポ
イ

ン
ト
な
の
か
、
何
が
学
問
の
世
界
の
ト
ピ
ッ
ク
な
の

か
が
、
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
見
え
て
く
る
。
そ
の
お
ぼ

ろ
げ
と
い
う
こ
と
が
と
て
も
大
事
で
、
そ
こ
か
ら
ま

た
新
し
い
関
心
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
」

　

履
修
経
験
者
は
も
ち
ろ
ん
、学
内
外
か
ら
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る
教
養
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
が
、
あ
え
て

必
修
化
し
な
い
理
由
を
小
路
田
副
学
長
は
こ
う
語
る
。

　
「
や
は
り
自
発
性
を
尊
び
た
い
。
と
同
時
に
将
来
的

に
は
、
本
学
に
入
学
し
た
す
べ
て
の
学
生
が
、
ア
ク

テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
重
視
し
た
ゼ
ミ
の
教
育
を
必
ず

受
け
る
よ
う
新
し
い
試
み
を
拡
充
し
て
い
き
ま
す
」

　

学
生
と
対
話
し
な
が
ら
教
員
自
身
も
そ
の
授
業
を

楽
し
み
、
効
果
を
上
げ
て
い
る
こ
と
が
担
当
者
の
口

調
の
端
々
に
う
か
が
え
る
の
は
、
新
た
な
教
養
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
順
調
に
滑
り
出
し
た
こ
と
の
証
左
だ

ろ
う
。
積
極
性
を
育
む
「
パ
サ
ー
ジ
ュ
」
の
自
由
闊

達
な
新
風
は
、
奈
良
女
子
大
学
の
歴
史
に
新
た
な
伝

統
を
築
く
地
歩
と
な
る
に
違
い
な
い
。

専
門
教
育
と
教
養
教
育
の
両
立
を
目
指
し

あ
え
て
二
兎
を
追
う

教
養
教
育
再
構
築
の
模
索
・
追
究
が

「
パ
サ
ー
ジ
ュ
」と
し
て
結
実

新
教
養
教
育
の
理
念
を
象
徴
す
る

５
つ
の
問
い
と
７
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　

社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
加
速
す
る
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
波
、
そ
し
て
秒
進
分
歩
と
も
言
わ
れ

る
I
T
・
科
学
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
歩
で
、
我
が
国

の
状
況
も
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
る
。
次
代
を
担
う

リ
ー
ダ
ー
の
資
質
・
能
力
の
変
革
が
求
め
ら
れ
る
今
、

各
方
面
で
、
国
立
大
学
の
立
ち
位
置
や
教
育
方
針
に

つ
い
て
の
論
議
が
な
さ
れ
る
な
ど
、
様
々
な
教
育
改

革
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

１
９
０
８
年
、
女
子
教
員
の
養
成
を
目
的
に
設
置

さ
れ
た
奈
良
女
子
高
等
師
範
学
校
を
前
身
と
す
る
奈

良
女
子
大
学
は
、
幼
稚
園
か
ら
大
学
院
ま
で
揃
っ
た

教
育
体
制
を
活
か
し
て
次
代
を
担
う
女
性
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
に
尽
力
し
て
き
た
。
同
大
学
が
２
０
１
５
年

か
ら
始
め
た
新
し
い
教
養
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
今
、

注
目
さ
れ
て
い
る
。
牽
引
す
る
の
は
、
同
大
学
に
お

い
て
初
等
教
育
か
ら
高
等
教
育
ま
で
一
貫
し
た
改
革

を
追
求
す
る
た
め
、
２
０
０
４
年
に
設
立
さ
れ
た
「
教

育
シ
ス
テ
ム
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
」
だ
。
同
セ
ン
タ
ー

の
西
村
拓
生
セ
ン
タ
ー
長
は
こ
う
話
す
。

　
「
専
門
教
育
と
教
養
教
育
の
関
係
性
を
全
学
で
議
論

し
ま
し
た
。
議
論
を
始
め
た
当
時
、
研
究
大
学
と
教

養
大
学
と
い
う
少
々
乱
暴
な
分
け
方
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
も
そ
も
教
養
を
欠
く
研
究
も
、
逆
に
研
究
を

欠
く
教
養
も
な
い
だ
ろ
う
と
。
我
々
に
は
あ
え
て
二

兎
を
追
い
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
」

　

研
究
と
教
育
の
関
係
を
考
え
る
全
学
的
な
話
し
合

い
は
３
年
に
渡
っ
た
。
そ
う
し
て
「
大
学
の
機
能
分

化
状
況
に
お
け
る
専
門
教
育
と
教
養
教
育
の
創
造
的

再
構
成
」
を
立
案
。
そ
の
後
も
議
論
を
重
ね
、
新
し
い

教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
創
造
す
る
に
至
っ
た
と
い
う
。

小路田泰直
理事・副学長
京都大学大学院文学研究科博士課程単位
取得退学。専門は日本史、日本近代史。
1998年より奈良女子大学文学部教授。
2013年より副学長に就任し、大学教育
そのものの見直しに尽力。

＊パサージュ：
「移行」「街路」を意味するフラ
ンス語。高校から大学への移
行路であり、大学の学問の
ショーケースという趣旨。

三成美保
研究院生活環境科学系教授
大阪大学大学院法学研究科博士課程単位取
得満期退学、博士（法学）。専門はジェンダー
法学、ジェンダー史。2012年より奈良女子大
学研究院生活環境科学系教授。ジェンダー
法学会副理事長・日本学術会議第一部会員。

西村拓生
教育システム研究開発センター長

京都大学大学院教育学研究科博士後期課
程中退。専門は教育学、教育哲学。京都大学
教育学部助手等を経て、2000年より奈良
女子大学文学部助教授、教授。2012年セン
ター長に就任し、学内の教育改革を推進。

あなたと未来の
世代にとって
学びの意味は？

よく生きる
ために必要な
知と技とは？ 5つの

問い

女性
ならではの
知はあるか？

奈良で学ぶこと
を通じた世界への
貢献は？

大学
ならではの
学びとは？

7 つのアプローチ
●知の創造に参加する
●社会的実践に飛び込む
●本物に触れる
●背伸びする
●しっかり書く
●問いをあたためる
●他者と学ぶ、
　他者から学ぶ、
　他者を学ぶ
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Episode 1

【特集】教育改革── 奈良女子大学

＊現代の大学教育の原型を作ったと言われる
W.v.フンボルトのゼミや実験室での研究を通じた教育。

【特集】 教育改革
教養教育に新風を吹き込む
新教育プログラム「パサージュ」で
教育再編へ確かな一歩を踏み出す。

　

豊
か
な
学
び
を
目
指
し
た
「
教
養
教
育
の
再
構
築
」

の
結
実
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
の
が
「
パ
サ
ー

ジ
ュ
」
と
「
教
養
コ
ア
科
目
」
だ
。
キ
ー
マ
ン
で
あ

る
小
路
田
泰
直
副
学
長
は
こ
う
語
る
。

　
「
国
立
大
学
の
自
主
的
か
つ
自
律
的
な
改
善
と
発
展

と
い
う
こ
と
で
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
強
化

促
進
な
ど
、
色
々
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
要
す
る
に

ゼ
ミ
を
増
や
せ
ば
良
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し

た
。
普
通
の
授
業
で
は
受
動
的
に
講
義
を
聴
い
た
学

生
が
、
試
験
で
先
生
が
気
に
入
る
答
案
を
書
い
て
高

い
点
数
を
取
り
ま
す
。一
方
、
ゼ
ミ
は
予
習
な
し
に
出

ら
れ
な
い
し
、
学
生
が
自
ら
議
論
し
て
最
後
に
書
き

ま
す
。
日
本
の
教
育
は
前
者
が
中
心
で
し
た
が
、
今
や
、

そ
の
弊
害
が
大
き
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ゼ
ミ
を
増

や
す
と
い
う
の
が
一
つ
の
答
え
だ
と
思
い
ま
す
。
本

学
は
あ
く
ま
で
フ
ン
ボ
ル
ト
型
教
育（
＊
）の
現
代
的

ス
タ
イ
ル
を
追
求
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
」

　

入
学
１
年
目
の
一
番
大
事
な
時
期
に
ゼ
ミ
体
験
さ

せ
る
こ
と
が
、
学
生
を
伸
ば
す
た
め
に
は
と
て
も
効

果
が
高
い
と
も
小
路
田
副
学
長
は
語
る
。

　

ま
た
、
大
学
の
教
員
が
高
校
の
教
員
と
一
番
違
う

点
は
、
教
育
者
で
あ
る
と
同
時
に
研
究
者
で
あ
る
こ

と
。
未
知
の
探
求
が
お
も
し
ろ
く
て
仕
方
の
な
い
研

究
者
と
い
う
「
不
思
議
な
人
た
ち
」
に
ま
ず
は
出
会
っ

て
も
ら
う
場
が「
パ
サ
ー
ジ
ュ
」だ
、と
西
村
セ
ン
タ
ー

長
は
語
り
、
こ
う
続
け
る
。

　
「
大
学
は
何
よ
り
未
知
の
こ
と
を
研
究
す
る
場
で
あ

り
、
学
生
た
ち
に
も
そ
の
過
程
を
、
身
を
も
っ
て
体

験
し
て
も
ら
う
こ
と
が
主
旨
な
の
で
す
。
研
究
者
の

姿
勢
を
見
せ
、
未
知
を
問
う
場
所
と
し
て
の
大
学
の

本
質
を
体
験
し
て
も
ら
う
。
今
わ
か
っ
て
い
る
こ
と

を
身
に
つ
け
る
こ
と
も
、
未
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
を

探
究
す
る
た
め
に
こ
そ
必
要
な
の
で
す
。
そ
の
た
め

に
学
び
が
あ
り
ま
す
」

　

注
目
さ
れ
る
「
パ
サ
ー
ジ
ュ
」
と
は
、
入
学
直
後

に
大
学
な
ら
で
は
の
「
学
問
」
に
触
れ
、
高
校
ま
で

の
学
習
と
い
か
に
違
う
か
を
体
験
す
る
少
人
数
制
の

セ
ミ
ナ
ー
で
、
理
念
と
し
て
『
５
つ
の
問
い
と
７
つ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
』
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。（
上
図
参
照
）

　
「『
５
つ
の
問
い
と
７
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
』
は
、『
問

い
』
の
形
で
教
養
教
育
の
理
念
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

今
は
一
定
の
知
識
や
常
識
を
身
に
つ
け
れ
ば
良
い
と

い
う
時
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
教
養
を
知

識
の
内
容
で
は
な
く
運
用
能
力
と
し
て
捉
え
た
い
。

持
て
る
知
識
を
使
い
こ
な
す
能
力
こ
そ
が
教
養
で
あ

る
と
い
う
発
想
で
す
。
パ
サ
ー
ジ
ュ
は
あ
く
ま
で
も

入
り
口
。
そ
の
先
に
、
教
養
コ
ア
科
目
が
あ
り
ま
す
。

１
つ
の
テ
ー
マ
を
多
方
面
か
ら
深
く
学
ん
で
い
く
科

目
で
す
。
教
員
自
身
が
学
生
と
議
論
し
な
が
ら
共
に

問
い
を
立
て
て
授
業
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。
例
え
ば

私
は
理
学
部
・
文
学
部
の
教
員
と
共
に
『
放
射
線
の

科
学
と
思
想
』
と
い
う
コ
ア
科
目
を
担
当
し
て
い
ま

す
が
、
学
生
の
問
い
は
自
然
科
学
に
も
、
歴
史
に
も
、

哲
学
に
も
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
問
い
は
７
つ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
を
通
じ
て
深
め
ら
れ
、
探
究
さ
れ
、
そ
こ

か
ら
サ
テ
ラ
イ
ト
科
目
と
呼
ぶ
関
連
科
目
の
履
修
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
新
し
い
取
組
に
は
、

参
加
す
る
学
生
に
と
っ
て
も
、
新
鮮
な
こ
と
に
飛
び

込
む
『
キ
ラ
キ
ラ
感
』
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
も
学
生

か
ら
好
意
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
理
由
の
１
つ
か
も

し
れ
ま
せ
ん
」
と
も
西
村
セ
ン
タ
ー
長
は
語
る
。

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
い
う
切
り
口
で
人
間
と
社
会
を
問

う
教
養
コ
ア
科
目
を
担
当
す
る
三
成
美
保
教
授
は
、

パ
サ
ー
ジ
ュ
と
教
養
コ
ア
科
目
を
セ
ッ
ト
に
し
、
学

生
が
自
ら
考
え
発
見
す
る
参
加
型
授
業
を
作
っ
て
い

る
。
三
成
教
授
は
こ
う
語
る
。

　
「
学
生
の
反
応
は
す
こ
ぶ
る
良
い
で
す
。
７
つ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
に
『
他
者
か
ら
学
ぶ
』
と
あ
り
ま
す
が
、

そ
こ
に
は
教
員
も
含
ま
れ
ま
す
。
参
加
者
が
学
び
合
っ

て
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
が
で
き
る
科
目
で
あ
り
、
私

た
ち
も
確
か
な
手
応
え
を
感
じ
ま
す
。
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
し
た
り
、
議
論
し
た
り
…
。
学
生
に
と
っ
て

一
番
の
訓
練
は
失
敗
し
つ
つ
学
ぶ
経
験
。
１
年
生
の

段
階
で
そ
れ
を
体
験
で
き
れ
ば
、
何
が
学
び
の
ポ
イ

ン
ト
な
の
か
、
何
が
学
問
の
世
界
の
ト
ピ
ッ
ク
な
の

か
が
、
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
見
え
て
く
る
。
そ
の
お
ぼ

ろ
げ
と
い
う
こ
と
が
と
て
も
大
事
で
、
そ
こ
か
ら
ま

た
新
し
い
関
心
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
」

　

履
修
経
験
者
は
も
ち
ろ
ん
、学
内
外
か
ら
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る
教
養
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
が
、
あ
え
て

必
修
化
し
な
い
理
由
を
小
路
田
副
学
長
は
こ
う
語
る
。

　
「
や
は
り
自
発
性
を
尊
び
た
い
。
と
同
時
に
将
来
的

に
は
、
本
学
に
入
学
し
た
す
べ
て
の
学
生
が
、
ア
ク

テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
重
視
し
た
ゼ
ミ
の
教
育
を
必
ず

受
け
る
よ
う
新
し
い
試
み
を
拡
充
し
て
い
き
ま
す
」

　

学
生
と
対
話
し
な
が
ら
教
員
自
身
も
そ
の
授
業
を

楽
し
み
、
効
果
を
上
げ
て
い
る
こ
と
が
担
当
者
の
口

調
の
端
々
に
う
か
が
え
る
の
は
、
新
た
な
教
養
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
順
調
に
滑
り
出
し
た
こ
と
の
証
左
だ

ろ
う
。
積
極
性
を
育
む
「
パ
サ
ー
ジ
ュ
」
の
自
由
闊

達
な
新
風
は
、
奈
良
女
子
大
学
の
歴
史
に
新
た
な
伝

統
を
築
く
地
歩
と
な
る
に
違
い
な
い
。

専
門
教
育
と
教
養
教
育
の
両
立
を
目
指
し

あ
え
て
二
兎
を
追
う

教
養
教
育
再
構
築
の
模
索
・
追
究
が

「
パ
サ
ー
ジ
ュ
」と
し
て
結
実

新
教
養
教
育
の
理
念
を
象
徴
す
る

５
つ
の
問
い
と
７
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　

社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
加
速
す
る
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
波
、
そ
し
て
秒
進
分
歩
と
も
言
わ
れ

る
I
T
・
科
学
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
歩
で
、
我
が
国

の
状
況
も
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
る
。
次
代
を
担
う

リ
ー
ダ
ー
の
資
質
・
能
力
の
変
革
が
求
め
ら
れ
る
今
、

各
方
面
で
、
国
立
大
学
の
立
ち
位
置
や
教
育
方
針
に

つ
い
て
の
論
議
が
な
さ
れ
る
な
ど
、
様
々
な
教
育
改

革
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

１
９
０
８
年
、
女
子
教
員
の
養
成
を
目
的
に
設
置

さ
れ
た
奈
良
女
子
高
等
師
範
学
校
を
前
身
と
す
る
奈

良
女
子
大
学
は
、
幼
稚
園
か
ら
大
学
院
ま
で
揃
っ
た

教
育
体
制
を
活
か
し
て
次
代
を
担
う
女
性
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
に
尽
力
し
て
き
た
。
同
大
学
が
２
０
１
５
年

か
ら
始
め
た
新
し
い
教
養
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
今
、

注
目
さ
れ
て
い
る
。
牽
引
す
る
の
は
、
同
大
学
に
お

い
て
初
等
教
育
か
ら
高
等
教
育
ま
で
一
貫
し
た
改
革

を
追
求
す
る
た
め
、
２
０
０
４
年
に
設
立
さ
れ
た
「
教

育
シ
ス
テ
ム
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
」
だ
。
同
セ
ン
タ
ー

の
西
村
拓
生
セ
ン
タ
ー
長
は
こ
う
話
す
。

　
「
専
門
教
育
と
教
養
教
育
の
関
係
性
を
全
学
で
議
論

し
ま
し
た
。
議
論
を
始
め
た
当
時
、
研
究
大
学
と
教

養
大
学
と
い
う
少
々
乱
暴
な
分
け
方
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
も
そ
も
教
養
を
欠
く
研
究
も
、
逆
に
研
究
を

欠
く
教
養
も
な
い
だ
ろ
う
と
。
我
々
に
は
あ
え
て
二

兎
を
追
い
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
」

　

研
究
と
教
育
の
関
係
を
考
え
る
全
学
的
な
話
し
合

い
は
３
年
に
渡
っ
た
。
そ
う
し
て
「
大
学
の
機
能
分

化
状
況
に
お
け
る
専
門
教
育
と
教
養
教
育
の
創
造
的

再
構
成
」
を
立
案
。
そ
の
後
も
議
論
を
重
ね
、
新
し
い

教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
創
造
す
る
に
至
っ
た
と
い
う
。

小路田泰直
理事・副学長
京都大学大学院文学研究科博士課程単位
取得退学。専門は日本史、日本近代史。
1998年より奈良女子大学文学部教授。
2013年より副学長に就任し、大学教育
そのものの見直しに尽力。

＊パサージュ：
「移行」「街路」を意味するフラ
ンス語。高校から大学への移
行路であり、大学の学問の
ショーケースという趣旨。

三成美保
研究院生活環境科学系教授
大阪大学大学院法学研究科博士課程単位取
得満期退学、博士（法学）。専門はジェンダー
法学、ジェンダー史。2012年より奈良女子大
学研究院生活環境科学系教授。ジェンダー
法学会副理事長・日本学術会議第一部会員。

西村拓生
教育システム研究開発センター長

京都大学大学院教育学研究科博士後期課
程中退。専門は教育学、教育哲学。京都大学
教育学部助手等を経て、2000年より奈良
女子大学文学部助教授、教授。2012年セン
ター長に就任し、学内の教育改革を推進。

あなたと未来の
世代にとって
学びの意味は？

よく生きる
ために必要な
知と技とは？ 5つの

問い

女性
ならではの
知はあるか？

奈良で学ぶこと
を通じた世界への
貢献は？

大学
ならではの
学びとは？

7 つのアプローチ
●知の創造に参加する
●社会的実践に飛び込む
●本物に触れる
●背伸びする
●しっかり書く
●問いをあたためる
●他者と学ぶ、
　他者から学ぶ、
　他者を学ぶ
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信州大学
Episode 2

【特集】教育改革── 信州大学

    体系的な
 専門知識に基づく

軸足性
経済学と法学の
 専門性を軸に体系的な
    専門教育を学ぶ

   現場に
  直接活かせる

実践性
学んだ理論を現場に出て
  実際に使いながら学ぶ

   複雑な課題を
 読み解く

学際性
理学、工学、医学など他の
  学問分野のことを
    概括的に学ぶ

経法
学部

【特集】 教育改革
2016年に始動する「経法学部」。
地域で学ぶ
アクティブラーニングを展開する。

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ

ン
グ
。
法
学
に
お
い
て
も
同
様
で
す
。
我
々
が
最
も

気
を
配
り
、
苦
労
し
た
点
は
細
部
に
宿
っ
て
い
ま
す
。

社
会
に
出
て
違
う
形
の
経
験
に
遭
遇
し
た
時
、
大
学

で
の
経
験
が
き
っ
と
活
き
て
く
る
で
し
ょ
う
」

　

経
済
学
部
の
丸
橋
昌
太
郎
准
教
授
は
、
法
学
教
育

に
お
け
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

に
つ
い
て
こ
う
話
す
。

　
「
こ
れ
ま
で
の
講
義
は
、
大
人
数
を
相
手
に
行
う
た

め
、
講
義
中
に
双
方
向
の
や
り
取
り
を
行
う
こ
と
は

難
し
か
っ
た
。
新
学
部
で
は
、
こ
の
課
題
を
克
服
す

る
べ
く
、
今
ま
で
に
な
い
デ
ジ
タ
ル
教
育
を
推
し
進

め
た
い
。
今
の
デ
ジ
タ
ル
教
育
は
語
学
中
心
で
、
社

会
科
学
に
は
応
用
し
に
く
い
。
な
ら
ば
一
か
ら
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
を
作
ろ
う
と
い
う
発
想
で
す
。
授
業
中
に

学
生
の
意
見
を
集
め
た
り
、
大
人
数
を
相
手
に
双
方

向
で
や
り
と
り
で
き
る
仕
組
み
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
文
系
で
は
珍
し
く
実
習
を
し
ま
す
。
検
察

や
警
察
に
出
向
い
て
実
際
に
実
況
見
分
調
書
を
作
っ

た
り
。
で
も
作
る
技
術
を
学
ぶ
実
習
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
条
文
な
ど
、
授
業
で
は
サ
ー
ッ
と
流
れ
て
い

た
も
の
が
、
経
験
す
る
こ
と
で
結
び
つ
き
を
実
感
で

き
る
。
法
律
が
現
場
や
社
会
に
ど
う
つ
な
が
る
の
か

能
動
的
に
学
ぶ
仕
掛
け
を
用
意
し
ま
し
た
。
今
の
勉

強
が
ど
う
社
会
に
活
き
る
の
か
を
体
験
す
れ
ば
、
自

分
か
ら
勉
強
す
る
姿
勢
に
つ
な
が
っ
て
い
く
は
ず
と
。

こ
れ
が
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
狙
い
で
す
」

　

新
学
部
の
柱
と
し
て
法
学
が
立
ち
上
が
る
こ
と
で
、

県
内
の
大
学
で
は
初
め
て
の
「
学
士
（
法
学
）」
の

学
位
を
取
得
で
き
る
学
部
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
る
。

徳
井
学
部
長
は
こ
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
経
済
学
部
の
出
発
点
で
あ
る
経
済
学
科
に
加
え
て
、

95
年
に
経
済
シ
ス
テ
ム
法
学
科
を
設
け
ま
し
た
。
法

律
系
と
政
経
系
が
中
心
の
編
成
で
す
が
、
学
位
と
し

て
は
あ
く
ま
で
経
済
学
で
し
た
。
し
か
し
、
複
雑
性

を
増
す
社
会
で
、
特
に
法
廷
外
の
法
務
が
果
た
す
役

割
の
高
ま
り
は
顕
著
で
、
学
部
で
の
法
学
教
育
を
受

け
た
人
材
へ
の
ニ
ー
ズ
が
質
的
に
変
化
し
て
い
る
こ

と
へ
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
」

　

経
済
学
部
の
方
向
性
を
模
索
し
始
め
た
矢
先
、
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
再
定
義
が
あ
っ
た
。
同
学
部
の
特
色
を
改

め
て
見
直
し
、
考
え
る
機
会
に
な
っ
た
と
い
う
。
丸

橋
准
教
授
は
こ
う
話
す
。

　
「
法
学
を
学
び
た
い
が
県
外
に
出
ら
れ
な
い
高
校
生

に
、
消
極
的
に
本
学
の
経
済
シ
ス
テ
ム
法
学
科
が
選

ば
れ
て
き
た
面
が
あ
り
、
高
校
の
教
員
か
ら
も
法
学

部
が
欲
し
い
と
い
う
声
が
あ
っ
た
。
我
々
も
体
系
立

て
て
法
学
を
教
え
た
い
思
い
が
強
か
っ
た
。『
法
学
』

と
い
う
柱
を
立
て
れ
ば
そ
れ
も
本
学
の
特
色
に
な

る
と
の
思
い
で
、
経
済
学
の
教
員
と
意
見
を
交
わ
し
、

了
解
さ
れ
て
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
始
ま
り
ま
し
た
。
経
済

学
と
法
学
の
二
本
柱
で
し
っ
か
り
と
し
た
人
材
育
成

を
し
て
い
く
こ
と
が
最
大
の
目
的
で
す
」

　

法
学
分
野
に
連
綿
と
引
き
継
が
れ
て
き
た
学
問
体

系
を
大
き
く
変
え
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
。

　
「
従
来
の
法
学
部
は
、
全
て
の
学
生
が
法
曹
を
目
指

す
か
の
よ
う
な
授
業
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
多
く
の
学

生
は
法
曹
で
は
な
く
、
公
務
員
や
民
間
企
業
に
就
職

す
る
の
が
現
実
で
す
。
法
曹
養
成
教
育
は
法
科
大
学

院
に
任
せ
た
今
、
学
部
に
求
め
ら
れ
る
法
学
教
育
と

は
何
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
ウ
ェ
イ
ト
を
お
い
て
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
構
築
し
た
こ
と
が
特
色
で
も
あ
り
ま
す
」

　

新
学
部
設
立
に
向
け
て
行
っ
た
行
政
や
企
業
へ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
文
系
学
部
卒
業
者
の
数
字
ア
レ

ル
ギ
ー
が
目
立
ち
、
概
括
的
な
理
解
を
求
め
る
意
見

が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
学
際
的
な
教
育
を
強
化
す

る
と
い
う
見
地
か
ら
、
全
学
的
な
協
力
の
も
と
、
文

系
の
学
生
に
他
分
野
の
授
業
を
提
供
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
。

　

経
済
学
に
お
い
て
も
、
保
険
数
理
に
つ
い
て
理
学

部
数
学
科
と
の
共
同
で
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
模
索
し
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
厚
み
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
た

と
徳
井
学
部
長
は
話
す
。

　

学
際
性
を
伸
ば
す
こ
と
は
社
会
の
要
求
で
あ
り
、

人
材
育
成
に
直
結
す
る
施
策
の
１
つ
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
学
部
間
の
教
員
の
行
き
来
は
そ
う
容
易
な

も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
経
営
企
画
担
当
で
あ
る
武

田
三
男
理
事
・
副
学
長
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
再
定
義
に

基
づ
き
、「
風
通
し
」
と
い
う
面
で
も
全
学
的
な
改
組
・

再
編
に
踏
み
切
っ
た
と
語
り
、
こ
う
続
け
る
。

　
「
今
回
の
改
革
で
は
、
教
員
の
組
織
を
学
部
／
学
科

か
ら
切
り
離
し
た
、
教
員
が
所
属
す
る
学
術
研
究
院

を
新
た
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
学
部
間
の
壁
が
低
く

な
る
こ
と
で
、
教
員
の
行
き
来
が
と
て
も
ス
ム
ー
ズ

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　

学
部
を
越
え
て
協
力
し
合
う
こ
と
で
大
学
へ
の
貢

献
と
い
う
ム
ー
ド
が
生
ま
れ
た
こ
と
が
、
最
大
の
エ

ポ
ッ
ク
と
も
い
え
よ
う
。
地
域
貢
献
で
知
ら
れ
る
信

州
大
学
。
新
学
位
が
生
ま
れ
、
地
域
の
期
待
も
大
き
い
。

経
済
学
と
法
学
が
集
約
し
た
経
法
学
部
の
始
動
に
よ

り
、
社
会
と
の
結
び
つ
き
も
ま
す
ま
す
強
固
に
な
る

に
違
い
な
い
。

最
新
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
で

社
会
対
応
力
に
長
け
た
人
材
育
成
を
目
指
す

法
学
の
学
位
誕
生
は

地
域
に
と
っ
て
大
い
な
る
福
音

教
員
の
所
属
組
織
を
立
ち
上
げ

ボ
ー
ダ
レ
ス
な
教
員
の
協
力
関
係
を
確
立

　

18
歳
人
口
の
減
少
、
社
会
構
造
の
多
様
化
が
進
む

今
、
国
立
大
学
に
も
改
革
・
発
展
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

各
大
学
の
強
み
や
特
色
を
伸
ば
し
、
社
会
的
役
割
を

一
層
果
た
す
べ
く
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
再
定
義
が
行
わ
れ

る
な
ど
、
人
材
の
養
成
は
喫
緊
の
課
題
だ
。

　

戦
後
、
長
野
県
の
高
等
教
育
機
関
の
粋
を
集
め
て

生
ま
れ
た
信
州
大
学
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
で
醸
成

さ
れ
る
精
神
性
を
基
盤
に
、
体
験
的
に
学
べ
る
機
関

と
し
て
名
高
い
。
同
大
学
は
新
時
代
を
見
据
え
、
経

済
学
部
の
改
革
に
踏
み
切
っ
た
。
経
済
学
と
法
学
の

２
つ
を
軸
に
、
軸
足
性
、
実
践
性
、
学
際
性
の
３
つ

の
切
り
口
で
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
再
構
築
し
た
「
経
法

学
部
」
が
２
０
１
６
年
に
始
動
す
る
。
専
門
教
育
に

裏
打
ち
さ
れ
た
知
識
や
分
析
能
力
を
い
か
に
社
会
で

活
用
で
き
る
応
用
力
や
実
践
力
に
融
合
昇
華
さ
せ
る

の
か
、
新
学
部
の
設
置
準
備
委
員
長
の
徳
井
丞
次
経

済
学
部
長
に
改
革
へ
の
背
景
と
経
緯
を
伺
っ
た
。

　
「
法
学
で
も
経
済
学
で
も
、
基
礎
を
学
び
、
そ
れ
を

応
用
発
展
さ
せ
る
と
い
う
接
続
性
が
弱
か
っ
た
こ
と

が
、
こ
れ
ま
で
の
反
省
点
で
す
。
２
つ
の
専
門
軸
に
、

軸
足
性
、
実
践
性
、
学
際
性
を
取
り
入
れ
て
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。
体
系
立
て
て
基
礎
か

ら
応
用
を
学
び
、
経
験
し
て
も
ら
い
ま
す
。
例
え
ば
、

経
済
学
で
は
ゲ
ー
ム
理
論
な
ど
非
常
に
抽
象
的
な
こ

と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、
多
く
の
学
生
は
そ
こ

で
つ
ま
ず
き
ま
す
。
統
計
学
も
教
え
ま
す
が
、
そ
れ

ら
の
つ
な
が
り
は
教
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
学
問

の
分
野
で
は
、
そ
れ
ら
を
人
間
行
動
で
試
し
て
検
証

す
る
実
験
経
済
学
と
い
う
も
の
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
改
革
で
は
、
そ
う
し
た
具
体
例
を
積
極
的
に

丸橋昌太郎　写真左
学術研究院准教授（社会科学系）、
経済学部
東京都立大学大学院社会科学研究
科博士課程修了。専門は刑事法学。
信州大学経済学部助手、専任講師
を経て2009年より准教授。新学
部設立を提案。

徳井丞次　写真中央
副学長（広報担当）、学術研究院社
会科学系長、経済学部長
東京大学大学院経済学研究科博士
課程修了。専門はマクロ経済学、
国際金融。信州大学経済学部講師、
助教授、教授を経て2009年より
現職。経法学部設置準備委員長と
して、新学部の設立に尽力。

武田三男　写真右
理事（経営企画・財務・情報担当）・
副学長
名古屋大学大学院工学研究科博士
課程修了。専門は物性Ⅰ、強誘電
体。信州大学教養部助教授、理学
部教授、理学部副学部長、理学部
長を経て、現職。新学部設立の全
学的な改組・再編に協力。
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信州大学
Episode 2

【特集】教育改革── 信州大学

    体系的な
 専門知識に基づく

軸足性
経済学と法学の
 専門性を軸に体系的な
    専門教育を学ぶ

   現場に
  直接活かせる

実践性
学んだ理論を現場に出て
  実際に使いながら学ぶ

   複雑な課題を
 読み解く

学際性
理学、工学、医学など他の
  学問分野のことを
    概括的に学ぶ

経法
学部

【特集】 教育改革
2016年に始動する「経法学部」。
地域で学ぶ
アクティブラーニングを展開する。

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ

ン
グ
。
法
学
に
お
い
て
も
同
様
で
す
。
我
々
が
最
も

気
を
配
り
、
苦
労
し
た
点
は
細
部
に
宿
っ
て
い
ま
す
。

社
会
に
出
て
違
う
形
の
経
験
に
遭
遇
し
た
時
、
大
学

で
の
経
験
が
き
っ
と
活
き
て
く
る
で
し
ょ
う
」

　

経
済
学
部
の
丸
橋
昌
太
郎
准
教
授
は
、
法
学
教
育

に
お
け
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

に
つ
い
て
こ
う
話
す
。

　
「
こ
れ
ま
で
の
講
義
は
、
大
人
数
を
相
手
に
行
う
た

め
、
講
義
中
に
双
方
向
の
や
り
取
り
を
行
う
こ
と
は

難
し
か
っ
た
。
新
学
部
で
は
、
こ
の
課
題
を
克
服
す

る
べ
く
、
今
ま
で
に
な
い
デ
ジ
タ
ル
教
育
を
推
し
進

め
た
い
。
今
の
デ
ジ
タ
ル
教
育
は
語
学
中
心
で
、
社

会
科
学
に
は
応
用
し
に
く
い
。
な
ら
ば
一
か
ら
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
を
作
ろ
う
と
い
う
発
想
で
す
。
授
業
中
に

学
生
の
意
見
を
集
め
た
り
、
大
人
数
を
相
手
に
双
方

向
で
や
り
と
り
で
き
る
仕
組
み
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
文
系
で
は
珍
し
く
実
習
を
し
ま
す
。
検
察

や
警
察
に
出
向
い
て
実
際
に
実
況
見
分
調
書
を
作
っ

た
り
。
で
も
作
る
技
術
を
学
ぶ
実
習
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
条
文
な
ど
、
授
業
で
は
サ
ー
ッ
と
流
れ
て
い

た
も
の
が
、
経
験
す
る
こ
と
で
結
び
つ
き
を
実
感
で

き
る
。
法
律
が
現
場
や
社
会
に
ど
う
つ
な
が
る
の
か

能
動
的
に
学
ぶ
仕
掛
け
を
用
意
し
ま
し
た
。
今
の
勉

強
が
ど
う
社
会
に
活
き
る
の
か
を
体
験
す
れ
ば
、
自

分
か
ら
勉
強
す
る
姿
勢
に
つ
な
が
っ
て
い
く
は
ず
と
。

こ
れ
が
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
狙
い
で
す
」

　

新
学
部
の
柱
と
し
て
法
学
が
立
ち
上
が
る
こ
と
で
、

県
内
の
大
学
で
は
初
め
て
の
「
学
士
（
法
学
）」
の

学
位
を
取
得
で
き
る
学
部
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
る
。

徳
井
学
部
長
は
こ
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
経
済
学
部
の
出
発
点
で
あ
る
経
済
学
科
に
加
え
て
、

95
年
に
経
済
シ
ス
テ
ム
法
学
科
を
設
け
ま
し
た
。
法

律
系
と
政
経
系
が
中
心
の
編
成
で
す
が
、
学
位
と
し

て
は
あ
く
ま
で
経
済
学
で
し
た
。
し
か
し
、
複
雑
性

を
増
す
社
会
で
、
特
に
法
廷
外
の
法
務
が
果
た
す
役

割
の
高
ま
り
は
顕
著
で
、
学
部
で
の
法
学
教
育
を
受

け
た
人
材
へ
の
ニ
ー
ズ
が
質
的
に
変
化
し
て
い
る
こ

と
へ
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
」

　

経
済
学
部
の
方
向
性
を
模
索
し
始
め
た
矢
先
、
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
再
定
義
が
あ
っ
た
。
同
学
部
の
特
色
を
改

め
て
見
直
し
、
考
え
る
機
会
に
な
っ
た
と
い
う
。
丸

橋
准
教
授
は
こ
う
話
す
。

　
「
法
学
を
学
び
た
い
が
県
外
に
出
ら
れ
な
い
高
校
生

に
、
消
極
的
に
本
学
の
経
済
シ
ス
テ
ム
法
学
科
が
選

ば
れ
て
き
た
面
が
あ
り
、
高
校
の
教
員
か
ら
も
法
学

部
が
欲
し
い
と
い
う
声
が
あ
っ
た
。
我
々
も
体
系
立

て
て
法
学
を
教
え
た
い
思
い
が
強
か
っ
た
。『
法
学
』

と
い
う
柱
を
立
て
れ
ば
そ
れ
も
本
学
の
特
色
に
な

る
と
の
思
い
で
、
経
済
学
の
教
員
と
意
見
を
交
わ
し
、

了
解
さ
れ
て
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
始
ま
り
ま
し
た
。
経
済

学
と
法
学
の
二
本
柱
で
し
っ
か
り
と
し
た
人
材
育
成

を
し
て
い
く
こ
と
が
最
大
の
目
的
で
す
」

　

法
学
分
野
に
連
綿
と
引
き
継
が
れ
て
き
た
学
問
体

系
を
大
き
く
変
え
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
。

　
「
従
来
の
法
学
部
は
、
全
て
の
学
生
が
法
曹
を
目
指

す
か
の
よ
う
な
授
業
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
多
く
の
学

生
は
法
曹
で
は
な
く
、
公
務
員
や
民
間
企
業
に
就
職

す
る
の
が
現
実
で
す
。
法
曹
養
成
教
育
は
法
科
大
学

院
に
任
せ
た
今
、
学
部
に
求
め
ら
れ
る
法
学
教
育
と

は
何
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
ウ
ェ
イ
ト
を
お
い
て
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
構
築
し
た
こ
と
が
特
色
で
も
あ
り
ま
す
」

　

新
学
部
設
立
に
向
け
て
行
っ
た
行
政
や
企
業
へ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
文
系
学
部
卒
業
者
の
数
字
ア
レ

ル
ギ
ー
が
目
立
ち
、
概
括
的
な
理
解
を
求
め
る
意
見

が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
学
際
的
な
教
育
を
強
化
す

る
と
い
う
見
地
か
ら
、
全
学
的
な
協
力
の
も
と
、
文

系
の
学
生
に
他
分
野
の
授
業
を
提
供
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
。

　

経
済
学
に
お
い
て
も
、
保
険
数
理
に
つ
い
て
理
学

部
数
学
科
と
の
共
同
で
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
模
索
し
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
厚
み
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
た

と
徳
井
学
部
長
は
話
す
。

　

学
際
性
を
伸
ば
す
こ
と
は
社
会
の
要
求
で
あ
り
、

人
材
育
成
に
直
結
す
る
施
策
の
１
つ
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
学
部
間
の
教
員
の
行
き
来
は
そ
う
容
易
な

も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
経
営
企
画
担
当
で
あ
る
武

田
三
男
理
事
・
副
学
長
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
再
定
義
に

基
づ
き
、「
風
通
し
」
と
い
う
面
で
も
全
学
的
な
改
組
・

再
編
に
踏
み
切
っ
た
と
語
り
、
こ
う
続
け
る
。

　
「
今
回
の
改
革
で
は
、
教
員
の
組
織
を
学
部
／
学
科

か
ら
切
り
離
し
た
、
教
員
が
所
属
す
る
学
術
研
究
院

を
新
た
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
学
部
間
の
壁
が
低
く

な
る
こ
と
で
、
教
員
の
行
き
来
が
と
て
も
ス
ム
ー
ズ

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　

学
部
を
越
え
て
協
力
し
合
う
こ
と
で
大
学
へ
の
貢

献
と
い
う
ム
ー
ド
が
生
ま
れ
た
こ
と
が
、
最
大
の
エ

ポ
ッ
ク
と
も
い
え
よ
う
。
地
域
貢
献
で
知
ら
れ
る
信

州
大
学
。
新
学
位
が
生
ま
れ
、
地
域
の
期
待
も
大
き
い
。

経
済
学
と
法
学
が
集
約
し
た
経
法
学
部
の
始
動
に
よ

り
、
社
会
と
の
結
び
つ
き
も
ま
す
ま
す
強
固
に
な
る

に
違
い
な
い
。

最
新
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
で

社
会
対
応
力
に
長
け
た
人
材
育
成
を
目
指
す

法
学
の
学
位
誕
生
は

地
域
に
と
っ
て
大
い
な
る
福
音

教
員
の
所
属
組
織
を
立
ち
上
げ

ボ
ー
ダ
レ
ス
な
教
員
の
協
力
関
係
を
確
立

　

18
歳
人
口
の
減
少
、
社
会
構
造
の
多
様
化
が
進
む

今
、
国
立
大
学
に
も
改
革
・
発
展
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

各
大
学
の
強
み
や
特
色
を
伸
ば
し
、
社
会
的
役
割
を

一
層
果
た
す
べ
く
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
再
定
義
が
行
わ
れ

る
な
ど
、
人
材
の
養
成
は
喫
緊
の
課
題
だ
。

　

戦
後
、
長
野
県
の
高
等
教
育
機
関
の
粋
を
集
め
て

生
ま
れ
た
信
州
大
学
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
で
醸
成

さ
れ
る
精
神
性
を
基
盤
に
、
体
験
的
に
学
べ
る
機
関

と
し
て
名
高
い
。
同
大
学
は
新
時
代
を
見
据
え
、
経

済
学
部
の
改
革
に
踏
み
切
っ
た
。
経
済
学
と
法
学
の

２
つ
を
軸
に
、
軸
足
性
、
実
践
性
、
学
際
性
の
３
つ

の
切
り
口
で
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
再
構
築
し
た
「
経
法

学
部
」
が
２
０
１
６
年
に
始
動
す
る
。
専
門
教
育
に

裏
打
ち
さ
れ
た
知
識
や
分
析
能
力
を
い
か
に
社
会
で

活
用
で
き
る
応
用
力
や
実
践
力
に
融
合
昇
華
さ
せ
る

の
か
、
新
学
部
の
設
置
準
備
委
員
長
の
徳
井
丞
次
経

済
学
部
長
に
改
革
へ
の
背
景
と
経
緯
を
伺
っ
た
。

　
「
法
学
で
も
経
済
学
で
も
、
基
礎
を
学
び
、
そ
れ
を

応
用
発
展
さ
せ
る
と
い
う
接
続
性
が
弱
か
っ
た
こ
と

が
、
こ
れ
ま
で
の
反
省
点
で
す
。
２
つ
の
専
門
軸
に
、

軸
足
性
、
実
践
性
、
学
際
性
を
取
り
入
れ
て
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。
体
系
立
て
て
基
礎
か

ら
応
用
を
学
び
、
経
験
し
て
も
ら
い
ま
す
。
例
え
ば
、

経
済
学
で
は
ゲ
ー
ム
理
論
な
ど
非
常
に
抽
象
的
な
こ

と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、
多
く
の
学
生
は
そ
こ

で
つ
ま
ず
き
ま
す
。
統
計
学
も
教
え
ま
す
が
、
そ
れ

ら
の
つ
な
が
り
は
教
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
学
問

の
分
野
で
は
、
そ
れ
ら
を
人
間
行
動
で
試
し
て
検
証

す
る
実
験
経
済
学
と
い
う
も
の
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
改
革
で
は
、
そ
う
し
た
具
体
例
を
積
極
的
に

丸橋昌太郎　写真左
学術研究院准教授（社会科学系）、
経済学部
東京都立大学大学院社会科学研究
科博士課程修了。専門は刑事法学。
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部設立を提案。

徳井丞次　写真中央
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会科学系長、経済学部長
東京大学大学院経済学研究科博士
課程修了。専門はマクロ経済学、
国際金融。信州大学経済学部講師、
助教授、教授を経て2009年より
現職。経法学部設置準備委員長と
して、新学部の設立に尽力。

武田三男　写真右
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副学長
名古屋大学大学院工学研究科博士
課程修了。専門は物性Ⅰ、強誘電
体。信州大学教養部助教授、理学
部教授、理学部副学部長、理学部
長を経て、現職。新学部設立の全
学的な改組・再編に協力。
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大
西
：
２
０
１
５
年
９
月
に
人
文
社
会
科
学

系
の
一
連
の
議
論
に
対
し
て
、
経
団
連
か
ら

提
言
が
あ
り
、
感
銘
を
受
け
た
の
で
す
が
、

そ
の
辺
り
の
話
か
ら
お
伺
い
し
ま
す
。

中
西
：
ま
ず
、
人
文
社
会
科
系
の
学
部
を
削

減
す
る
と
い
う
文
科
省
の
方
針
に
対
し
、
そ

れ
が
経
済
界
の
要
請
で
あ
る
よ
う
な
新
聞

報
道
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
経
済
界
、
少

な
く
と
も
経
団
連
と
し
て
要
望
し
た
事
実

は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
日
本
は
科
学
技

術
立
国
で
す
が
、
同
時
に
文
化
、
経
済
、
政

治
、
い
わ
ゆ
る
文
系
の
学
問
が
大
切
で
あ
る

と
い
う
議
論
が
経
団
連
の
中
で
真
剣
に
な

さ
れ
ま
し
た
。
文
科
省
の
実
際
の
通
知
を
読

ま
せ
て
い
た
だ
く
と
、
曲
解
さ
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
議
論
に
も
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
や
は
り
あ
ら
た
め
て
経
済
界

企業のトップとして辣腕を振るい、日本経済の再生に向けて、経団連
副会長・教育問題委員長として尽力する中西宏明日立製作所会長兼
CEO。片や新時代を切り開く人材育成に向け、大学改革に挑む豊橋技
術科学大学の大西隆学長。加速するグローバル社会にいかに対応すべ
きか、大学と企業のあり方をお二人に語っていただいた。

人
文
社
会
科
学
系
削
減
の
報
道
に

経
団
連
自
ら
が
提
言
し
た

一
般
教
養
の
重
要
性

競
争
相
手
は
内
で
は
な
く
外
。

大
学
に
望
ま
れ
る
の
は

新
陳
代
謝
と
改
革
の
ス
ピ
ー
ド
。

と
し
て
、
今
の
大
学
に
対
し
て
、
も
ち
ろ
ん

理
学
系
に
対
す
る
位
置
づ
け
は
非
常
に
重

い
け
れ
ど
も
、
一
般
教
養
は
大
変
重
要
だ
と

い
う
こ
と
を
宣
言
す
る
必
要
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
、
あ
の
提
言
に
な
っ
た
わ
け
で

す
。
実
際
、
経
団
連
で
教
育
の
方
向
性
を
議

論
す
る
と
、
自
分
で
問
題
を
発
見
・
発
信
す

る
能
力
と
、
多
く
の
意
見
を
聞
い
て
そ
れ
を

取
り
ま
と
め
る
能
力
が
必
要
な
の
で
あ
っ

て
、
そ
れ
は
理
系
・
文
系
と
い
う
こ
と
と
は

無
関
係
だ
と
い
う
話
は
よ
く
し
ま
す
。
だ
か

ら
、
あ
の
報
道
は
遺
憾
に
思
い
ま
す
。

大
西
：
あ
の
文
章
か
ら
す
る
と
、
教
員
養
成

系
と
人
文
社
会
科
学
系
に
つ
い
て
、
学
部
・

大
学
院
を
廃
止
す
る
と
い
う
言
葉
が
、
人

文
社
会
科
学
系
全
体
に
も
か
か
る
よ
う
に

な
っ
て
い
て
、
そ
こ
が
ず
っ
と
尾
を
引
い
て

い
る
と
思
う
の
で
、
今
回
、
経
団
連
版
の
期

待
さ
れ
る
学
生
像
が
提
示
さ
れ
た
の
は
、
と

て
も
意
味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
お
っ

し
ゃ
っ
た
よ
う
な
、
こ
れ
か
ら
必
要
な
能
力

が
な
く
、
大
学
院
へ
行
く
人
は
当
然
い
ま
す

よ
ね
。
そ
の
意
味
で
「
社
会
的
経
験
と
い
う

荒
波
を
経
な
い
で
大
学
院
を
出
て
き
た
人

の
層
」
と
い
う
見
方
は
あ
り
ま
す
。
今
、
理

学
系
は
大
半
が
大
学
院
に
進
学
し
ま
す
よ

ね
、
特
に
大
企
業
志
望
の
人
た
ち
は
。
そ
う

い
う
人
は
、
本
当
に
純
粋
培
養
的
な
人
が
多

い
。
そ
れ
に
対
す
る
批
判
は
あ
り
ま
す
。
で

も
そ
れ
は
期
待
し
な
い
っ
て
い
う
こ
と
と

は
全
然
違
い
ま
す
。

大
西
：
国
立
大
学
全
体
に
対
す
る
企
業
の
評

価
と
い
う
の
は
、
ど
の
よ
う
な
感
じ
で
す
か
。

中
西
：
私
見
を
言
う
と
、
日
本
は
国
立
大
学

重
点
で
大
学
制
度
が
拡
充
し
て
き
た
し
、
予

算
も
重
点
的
に
配
備
さ
れ
て
き
た
の
で
、
絶

対
優
位
に
あ
る
わ
け
で
す
よ
。
そ
こ
で
、
今

の
国
立
大
学
の
制
度
は
こ
の
ま
ま
で
い
い
の

か
と
い
う
議
論
に
な
る
わ
け
で
す
が
、特
に

特
定
研
究
大
学
制
度（
注
1
）な
ど
は
、エ
リ
ー

ト
大
学
に
特
権
を
与
え
、
さ
ら
に
強
く
す
る

だ
け
で
な
く
、
海
外
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ポ
ジ

シ
ョ
ン
を
ど
う
や
っ
て
高
め
る
か
と
い
う
議

論
に
グ
レ
―
ド
ア
ッ
プ
し
な
い
と
ダ
メ
だ
と

思
い
ま
す
。
戦
う
相
手
は
海
外
で
す
か
ら
。

大
西
：
そ
の
意
味
で
、
日
本
の
大
企
業
は
日

立
も
含
め
て
海
外
に
も
企
業
展
開
さ
れ
て
い

て
、
広
く
人
材
を
集
め
て
お
ら
れ
る
。
海
外

と
比
較
し
て
日
本
の
大
学
出
身
者
に
足
り
な

い
点
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

中
西
：
日
本
の
優
秀
な
大
卒
者
を
海
外
に
連

れ
て
い
き
、
現
地
の
大
卒
者
、
あ
る
い
は
よ

く
教
育
さ
れ
た
人
た
ち
と
競
合
さ
せ
て
戦
え

る
か
と
い
う
と
、
弱
い
で
す
。
何
が
弱
い
か

と
い
う
と
、
や
は
り
典
型
的
な
優
等
生
像
み

た
い
な
も
の
が
出
て
き
て
、
問
題
を
で
き
る

だ
け
解
け
る
範
囲
に
設
定
し
て
、
し
か
も
正

解
を
求
め
る
。
正
解
が
わ
か
ら
な
く
て
も

や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
と

か
、
そ
う
思
っ
て
い
て
も
発
信
し
な
い
と
か
、

そ
う
し
た
点
で
明
ら
か
に
差
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
大
学
制
度
の
問
題
か
と
い
う
と
、
お

そ
ら
く
日
本
の
カ
ル
チ
ャ
ー
と
も
関
連
し
ま

す
よ
ね
。
人
間
と
し
て
正
し
い
か
は
別
に
し

て
、
我
々
に
任
せ
て
ほ
し
い
と
頑
張
る
社
会

カ
ル
チ
ャ
ー
と
い
う
点
で
見
る
と
、
彼
ら
の

方
が
チ
ャ
ン
ス
を
た
く
さ
ん
取
っ
て
い
く
こ

と
が
比
較
と
し
て
あ
る
わ
け
で
す
。
問
題
が

特
定
さ
れ
て
い
る
時
の
、
日
本
人
の
答
え
る

早
さ
や
正
確
さ
は
凄
い
わ
け
で
す
よ
。
だ
け

ど
ど
っ
ち
が
高
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
就
く
か
と

い
う
と
、
使
わ
れ
る
側
に
な
っ
て
し
ま
う
危

険
性
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
は
問
題
で
す
よ
ね
。

大
西
：
日
本
の
企
業
は
日
本
人
の
学
生
に
、

国
際
的
な
規
格
の
中
で
足
り
な
い
と
こ
ろ
を

採
用
し
て
か
ら
補
っ
て
い
こ
う
と
さ
れ
る
の

か
、
海
外
の
人
材
を
そ
の
分
採
用
し
て
、
そ

の
方
が
手
っ
取
り
早
い
と
考
え
る
の
か
。

中
西
：
両
方
で
す
よ
。
そ
れ
を
全
て
会
社
で

教
育
で
き
る
か
と
い
う
と
、
難
し
い
と
思

う
。
で
は
ど
こ
で
鍛
え
る
か
と
い
う
と
、
必

ず
し
も
大
学
で
は
な
く
研
究
所
で
も
い
い
か

ら
海
外
の
そ
う
い
う
環
境
に
送
り
込
み
、
自

分
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
１
年
か
２
年
か
、
場
合

に
よ
っ
て
は
そ
れ
以
上
経
験
さ
せ
る
。
そ
う

い
う
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
当
然
作
る
べ
き
だ

し
、
そ
の
よ
う
な
時
間
は
な
い
と
い
う
局
面

で
は
、
他
か
ら
ヘ
ッ
ド
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
し
て

く
る
し
、
他
国
の
大
学
の
卒
業
生
も
就
職
さ

せ
て
、
彼
ら
に
課
題
を
与
え
る
と
。
両
方
で

す
よ
ね
。
で
き
る
だ
け
多
様
性
の
あ
る
カ
ル

チ
ャ
ー
に
し
て
か
な
い
と
、
も
う
競
争
力
を

持
て
な
い
と
思
い
ま
す
。

大
西
：
今
の
日
本
は
18
歳
人
口
が
減
少
し
て

い
る
と
い
う
大
き
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
大

学
全
体
と
し
て
は
、
ど
ん
な
に
進
学
率
が
上

が
っ
て
も
縮
小
し
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
状

況
で
す
が
、
留
学
生
、
社
会
人
、
女
子
大
生

の
大
学
院
進
学
な
ど
、
ま
だ
発
掘
し
て
な
い

学
生
候
補
者
が
結
構
い
る
わ
け
で
す
ね
。
特

に
留
学
生
は
あ
る
意
味
、
無
限
に
可
能
性

が
あ
る
と
い
え
る
の
で
、
海
外
展
開
が
ま
す

ま
す
必
要
に
な
る
中
で
、
国
際
化
は
重
要
な

テ
ー
マ
だ
と
思
い
ま
す
。
企
業
は
当
然
市
場

の
国
際
化
が
早
か
っ
た
わ
け
で
す
が
、
そ
う

し
た
ご
経
験
か
ら
日
本
の
大
学
が
こ
れ
か
ら

辿
る
べ
き
国
際
化
の
可
能
性
や
課
題
な
ど
に

つ
い
て
お
伺
い
し
た
い
の
で
す
が
。

中
西
：
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
機
能
と
い
う
の

は
最
近
、
相
当
意
識
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま

国
立
大
学
に
要
求
さ
れ
る
の
は

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
。

戦
う
相
手
は
国
内
で
は
な
く
海
外

と
し
て
、
単
に
幅
広
い
教
養
だ
け
で
な
く
、

市
場
の
把
握
、
知
財
や
法
律
、
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
な
ど
も
大
切
だ
と
思
う
の
で
す
が
。

中
西
：
ま
っ
た
く
そ
の
通
り
で
す
。
経
団
連

は
経
営
者
の
集
り
で
す
か
ら
、
常
に
話
題
に

な
る
の
は
全
体
を
リ
ー
ド
し
な
が
ら
市
場

を
ど
う
見
て
い
く
の
か
、
そ
の
中
で
強
み
を

発
揮
で
き
る
道
筋
を
ど
う
立
て
て
い
く
か
、

そ
の
た
め
の
投
資
を
ど
う
展
開
し
て
い
く

か
、
そ
れ
を
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
ど
う
説

明
し
て
い
く
か
な
ど
、
全
体
の
問
題
を
解
決

す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
発
信
し
て
い
く

と
こ
ろ
に
、
日
本
の
今
後
を
左
右
す
る
要
因

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
、
常

に
議
論
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

大
西
：
提
言
の
中
に
「
基
礎
的
な
体
力
、
公

徳
心
に
加
え
、
幅
広
い
教
養
、課
題
発
見
・

解
決
力
、
外
国
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
、自
ら
の
考
え
や
意
見
を
論
理

的
に
発
信
す
る
力
な
ど
を
初
等
中
等
教
育

段
階
で
し
っ
か
り
身
に
つ
け
た
上
で
、大
学
・

大
学
院
で
は
、
学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
志
す
専
門

分
野
の
知
識
を
修
得
す
る
」
と
い
う
表
現
が

あ
り
ま
し
た
。
日
本
で
は
１
つ
の
会
社
に
長

く
勤
務
す
る
人
が
多
い
の
で
、
専
門
的
知
識

や
経
済
的
知
識
は
入
社
後
に
身
に
つ
け
る

と
い
う
考
え
も
あ
り
ま
す
が
、
経
済
界
で
は

大
学
卒
の
若
者
に
、
知
識
を
吸
収
す
る
能
力

や
前
向
き
な
姿
勢
な
ど
は
期
待
す
る
け
れ

ど
、
知
識
そ
の
も
の
は
あ
ま
り
期
待
し
て
い

な
い
、
と
い
う
感
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

中
西
：
そ
れ
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
今

の
日
本
の
大
学
教
育
の
中
で
、
働
く
経
験

国
際
化
に
向
け
た
日
本
の
課
題
は

改
革
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
と

共
通
言
語
の
習
得

一
般
社
団
法
人
日
本
経
済
団
体
連
合
会
副
会
長

株
式
会
社
日
立
製
作
所
執
行
役
会
長
兼
C
E
O

中
西 

宏
明

国
立
大
学
協
会
副
会
長

豊
橋
技
術
科
学
大
学
長

大
西 

隆

﹇
対
談
﹈
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大
西
：
２
０
１
５
年
９
月
に
人
文
社
会
科
学

系
の
一
連
の
議
論
に
対
し
て
、
経
団
連
か
ら

提
言
が
あ
り
、
感
銘
を
受
け
た
の
で
す
が
、

そ
の
辺
り
の
話
か
ら
お
伺
い
し
ま
す
。

中
西
：
ま
ず
、
人
文
社
会
科
系
の
学
部
を
削

減
す
る
と
い
う
文
科
省
の
方
針
に
対
し
、
そ

れ
が
経
済
界
の
要
請
で
あ
る
よ
う
な
新
聞

報
道
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
経
済
界
、
少

な
く
と
も
経
団
連
と
し
て
要
望
し
た
事
実

は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
日
本
は
科
学
技

術
立
国
で
す
が
、
同
時
に
文
化
、
経
済
、
政

治
、
い
わ
ゆ
る
文
系
の
学
問
が
大
切
で
あ
る

と
い
う
議
論
が
経
団
連
の
中
で
真
剣
に
な

さ
れ
ま
し
た
。
文
科
省
の
実
際
の
通
知
を
読

ま
せ
て
い
た
だ
く
と
、
曲
解
さ
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
議
論
に
も
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
や
は
り
あ
ら
た
め
て
経
済
界

企業のトップとして辣腕を振るい、日本経済の再生に向けて、経団連
副会長・教育問題委員長として尽力する中西宏明日立製作所会長兼
CEO。片や新時代を切り開く人材育成に向け、大学改革に挑む豊橋技
術科学大学の大西隆学長。加速するグローバル社会にいかに対応すべ
きか、大学と企業のあり方をお二人に語っていただいた。

人
文
社
会
科
学
系
削
減
の
報
道
に

経
団
連
自
ら
が
提
言
し
た

一
般
教
養
の
重
要
性

競
争
相
手
は
内
で
は
な
く
外
。

大
学
に
望
ま
れ
る
の
は

新
陳
代
謝
と
改
革
の
ス
ピ
ー
ド
。

と
し
て
、
今
の
大
学
に
対
し
て
、
も
ち
ろ
ん

理
学
系
に
対
す
る
位
置
づ
け
は
非
常
に
重

い
け
れ
ど
も
、
一
般
教
養
は
大
変
重
要
だ
と

い
う
こ
と
を
宣
言
す
る
必
要
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
、
あ
の
提
言
に
な
っ
た
わ
け
で

す
。
実
際
、
経
団
連
で
教
育
の
方
向
性
を
議

論
す
る
と
、
自
分
で
問
題
を
発
見
・
発
信
す

る
能
力
と
、
多
く
の
意
見
を
聞
い
て
そ
れ
を

取
り
ま
と
め
る
能
力
が
必
要
な
の
で
あ
っ

て
、
そ
れ
は
理
系
・
文
系
と
い
う
こ
と
と
は

無
関
係
だ
と
い
う
話
は
よ
く
し
ま
す
。
だ
か

ら
、
あ
の
報
道
は
遺
憾
に
思
い
ま
す
。

大
西
：
あ
の
文
章
か
ら
す
る
と
、
教
員
養
成

系
と
人
文
社
会
科
学
系
に
つ
い
て
、
学
部
・

大
学
院
を
廃
止
す
る
と
い
う
言
葉
が
、
人

文
社
会
科
学
系
全
体
に
も
か
か
る
よ
う
に

な
っ
て
い
て
、
そ
こ
が
ず
っ
と
尾
を
引
い
て

い
る
と
思
う
の
で
、
今
回
、
経
団
連
版
の
期

待
さ
れ
る
学
生
像
が
提
示
さ
れ
た
の
は
、
と

て
も
意
味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
お
っ

し
ゃ
っ
た
よ
う
な
、
こ
れ
か
ら
必
要
な
能
力

が
な
く
、
大
学
院
へ
行
く
人
は
当
然
い
ま
す

よ
ね
。
そ
の
意
味
で
「
社
会
的
経
験
と
い
う

荒
波
を
経
な
い
で
大
学
院
を
出
て
き
た
人

の
層
」
と
い
う
見
方
は
あ
り
ま
す
。
今
、
理

学
系
は
大
半
が
大
学
院
に
進
学
し
ま
す
よ

ね
、
特
に
大
企
業
志
望
の
人
た
ち
は
。
そ
う

い
う
人
は
、
本
当
に
純
粋
培
養
的
な
人
が
多

い
。
そ
れ
に
対
す
る
批
判
は
あ
り
ま
す
。
で

も
そ
れ
は
期
待
し
な
い
っ
て
い
う
こ
と
と

は
全
然
違
い
ま
す
。

大
西
：
国
立
大
学
全
体
に
対
す
る
企
業
の
評

価
と
い
う
の
は
、
ど
の
よ
う
な
感
じ
で
す
か
。

中
西
：
私
見
を
言
う
と
、
日
本
は
国
立
大
学

重
点
で
大
学
制
度
が
拡
充
し
て
き
た
し
、
予

算
も
重
点
的
に
配
備
さ
れ
て
き
た
の
で
、
絶

対
優
位
に
あ
る
わ
け
で
す
よ
。
そ
こ
で
、
今

の
国
立
大
学
の
制
度
は
こ
の
ま
ま
で
い
い
の

か
と
い
う
議
論
に
な
る
わ
け
で
す
が
、特
に

特
定
研
究
大
学
制
度（
注
1
）な
ど
は
、エ
リ
ー

ト
大
学
に
特
権
を
与
え
、
さ
ら
に
強
く
す
る

だ
け
で
な
く
、
海
外
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ポ
ジ

シ
ョ
ン
を
ど
う
や
っ
て
高
め
る
か
と
い
う
議

論
に
グ
レ
―
ド
ア
ッ
プ
し
な
い
と
ダ
メ
だ
と

思
い
ま
す
。
戦
う
相
手
は
海
外
で
す
か
ら
。

大
西
：
そ
の
意
味
で
、
日
本
の
大
企
業
は
日

立
も
含
め
て
海
外
に
も
企
業
展
開
さ
れ
て
い

て
、
広
く
人
材
を
集
め
て
お
ら
れ
る
。
海
外

と
比
較
し
て
日
本
の
大
学
出
身
者
に
足
り
な

い
点
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

中
西
：
日
本
の
優
秀
な
大
卒
者
を
海
外
に
連

れ
て
い
き
、
現
地
の
大
卒
者
、
あ
る
い
は
よ

く
教
育
さ
れ
た
人
た
ち
と
競
合
さ
せ
て
戦
え

る
か
と
い
う
と
、
弱
い
で
す
。
何
が
弱
い
か

と
い
う
と
、
や
は
り
典
型
的
な
優
等
生
像
み

た
い
な
も
の
が
出
て
き
て
、
問
題
を
で
き
る

だ
け
解
け
る
範
囲
に
設
定
し
て
、
し
か
も
正

解
を
求
め
る
。
正
解
が
わ
か
ら
な
く
て
も

や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
と

か
、
そ
う
思
っ
て
い
て
も
発
信
し
な
い
と
か
、

そ
う
し
た
点
で
明
ら
か
に
差
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
大
学
制
度
の
問
題
か
と
い
う
と
、
お

そ
ら
く
日
本
の
カ
ル
チ
ャ
ー
と
も
関
連
し
ま

す
よ
ね
。
人
間
と
し
て
正
し
い
か
は
別
に
し

て
、
我
々
に
任
せ
て
ほ
し
い
と
頑
張
る
社
会

カ
ル
チ
ャ
ー
と
い
う
点
で
見
る
と
、
彼
ら
の

方
が
チ
ャ
ン
ス
を
た
く
さ
ん
取
っ
て
い
く
こ

と
が
比
較
と
し
て
あ
る
わ
け
で
す
。
問
題
が

特
定
さ
れ
て
い
る
時
の
、
日
本
人
の
答
え
る

早
さ
や
正
確
さ
は
凄
い
わ
け
で
す
よ
。
だ
け

ど
ど
っ
ち
が
高
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
就
く
か
と

い
う
と
、
使
わ
れ
る
側
に
な
っ
て
し
ま
う
危

険
性
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
は
問
題
で
す
よ
ね
。

大
西
：
日
本
の
企
業
は
日
本
人
の
学
生
に
、

国
際
的
な
規
格
の
中
で
足
り
な
い
と
こ
ろ
を

採
用
し
て
か
ら
補
っ
て
い
こ
う
と
さ
れ
る
の

か
、
海
外
の
人
材
を
そ
の
分
採
用
し
て
、
そ

の
方
が
手
っ
取
り
早
い
と
考
え
る
の
か
。

中
西
：
両
方
で
す
よ
。
そ
れ
を
全
て
会
社
で

教
育
で
き
る
か
と
い
う
と
、
難
し
い
と
思

う
。
で
は
ど
こ
で
鍛
え
る
か
と
い
う
と
、
必

ず
し
も
大
学
で
は
な
く
研
究
所
で
も
い
い
か

ら
海
外
の
そ
う
い
う
環
境
に
送
り
込
み
、
自

分
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
１
年
か
２
年
か
、
場
合

に
よ
っ
て
は
そ
れ
以
上
経
験
さ
せ
る
。
そ
う

い
う
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
当
然
作
る
べ
き
だ

し
、
そ
の
よ
う
な
時
間
は
な
い
と
い
う
局
面

で
は
、
他
か
ら
ヘ
ッ
ド
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
し
て

く
る
し
、
他
国
の
大
学
の
卒
業
生
も
就
職
さ

せ
て
、
彼
ら
に
課
題
を
与
え
る
と
。
両
方
で

す
よ
ね
。
で
き
る
だ
け
多
様
性
の
あ
る
カ
ル

チ
ャ
ー
に
し
て
か
な
い
と
、
も
う
競
争
力
を

持
て
な
い
と
思
い
ま
す
。

大
西
：
今
の
日
本
は
18
歳
人
口
が
減
少
し
て

い
る
と
い
う
大
き
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
大

学
全
体
と
し
て
は
、
ど
ん
な
に
進
学
率
が
上

が
っ
て
も
縮
小
し
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
状

況
で
す
が
、
留
学
生
、
社
会
人
、
女
子
大
生

の
大
学
院
進
学
な
ど
、
ま
だ
発
掘
し
て
な
い

学
生
候
補
者
が
結
構
い
る
わ
け
で
す
ね
。
特

に
留
学
生
は
あ
る
意
味
、
無
限
に
可
能
性

が
あ
る
と
い
え
る
の
で
、
海
外
展
開
が
ま
す

ま
す
必
要
に
な
る
中
で
、
国
際
化
は
重
要
な

テ
ー
マ
だ
と
思
い
ま
す
。
企
業
は
当
然
市
場

の
国
際
化
が
早
か
っ
た
わ
け
で
す
が
、
そ
う

し
た
ご
経
験
か
ら
日
本
の
大
学
が
こ
れ
か
ら

辿
る
べ
き
国
際
化
の
可
能
性
や
課
題
な
ど
に

つ
い
て
お
伺
い
し
た
い
の
で
す
が
。

中
西
：
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
機
能
と
い
う
の

は
最
近
、
相
当
意
識
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま

国
立
大
学
に
要
求
さ
れ
る
の
は

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
。

戦
う
相
手
は
国
内
で
は
な
く
海
外

と
し
て
、
単
に
幅
広
い
教
養
だ
け
で
な
く
、

市
場
の
把
握
、
知
財
や
法
律
、
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
な
ど
も
大
切
だ
と
思
う
の
で
す
が
。

中
西
：
ま
っ
た
く
そ
の
通
り
で
す
。
経
団
連

は
経
営
者
の
集
り
で
す
か
ら
、
常
に
話
題
に

な
る
の
は
全
体
を
リ
ー
ド
し
な
が
ら
市
場

を
ど
う
見
て
い
く
の
か
、
そ
の
中
で
強
み
を

発
揮
で
き
る
道
筋
を
ど
う
立
て
て
い
く
か
、

そ
の
た
め
の
投
資
を
ど
う
展
開
し
て
い
く

か
、
そ
れ
を
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
ど
う
説

明
し
て
い
く
か
な
ど
、
全
体
の
問
題
を
解
決

す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
発
信
し
て
い
く

と
こ
ろ
に
、
日
本
の
今
後
を
左
右
す
る
要
因

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
、
常

に
議
論
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

大
西
：
提
言
の
中
に
「
基
礎
的
な
体
力
、
公

徳
心
に
加
え
、
幅
広
い
教
養
、課
題
発
見
・

解
決
力
、
外
国
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
、自
ら
の
考
え
や
意
見
を
論
理

的
に
発
信
す
る
力
な
ど
を
初
等
中
等
教
育

段
階
で
し
っ
か
り
身
に
つ
け
た
上
で
、大
学
・

大
学
院
で
は
、
学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
志
す
専
門

分
野
の
知
識
を
修
得
す
る
」
と
い
う
表
現
が

あ
り
ま
し
た
。
日
本
で
は
１
つ
の
会
社
に
長

く
勤
務
す
る
人
が
多
い
の
で
、
専
門
的
知
識

や
経
済
的
知
識
は
入
社
後
に
身
に
つ
け
る

と
い
う
考
え
も
あ
り
ま
す
が
、
経
済
界
で
は

大
学
卒
の
若
者
に
、
知
識
を
吸
収
す
る
能
力

や
前
向
き
な
姿
勢
な
ど
は
期
待
す
る
け
れ

ど
、
知
識
そ
の
も
の
は
あ
ま
り
期
待
し
て
い

な
い
、
と
い
う
感
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

中
西
：
そ
れ
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
今

の
日
本
の
大
学
教
育
の
中
で
、
働
く
経
験

国
際
化
に
向
け
た
日
本
の
課
題
は

改
革
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
と

共
通
言
語
の
習
得

一
般
社
団
法
人
日
本
経
済
団
体
連
合
会
副
会
長

株
式
会
社
日
立
製
作
所
執
行
役
会
長
兼
C
E
O

中
西 

宏
明

国
立
大
学
協
会
副
会
長

豊
橋
技
術
科
学
大
学
長

大
西 

隆

﹇
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６
）
な
ど
国
か
ら
企
業
や
大
学
に
大
型
研
究

予
算
が
付
く
よ
う
に
な
っ
た
と
。
だ
か
ら
企

業
と
大
学
の
関
係
を
太
く
し
て
い
く
余
地
は

十
分
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

中
西
：
ま
っ
た
く
そ
う
思
い
ま
す
。
そ
の
意

味
で
今
後
の
技
術
開
発
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

が
ど
こ
ま
で
オ
ー
プ
ン
な
の
か
。
オ
ー
プ
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
が
こ
れ
か
ら

の
大
学
に
も
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。

大
西
：
最
後
に
文
科
省
の
「
ト
ビ
タ
テ
！
留

学
生
J
A
P
A
N
」（
注
７
）で
、
企
業
が
留

学
の
サ
ポ
ー
ト
を
さ
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。
留

学
に
つ
い
て
ひ
と
言
お
願
い
し
ま
す
。
中
西

さ
ん
自
身
、
留
学
の
ご
経
験
は
あ
り
ま
す
か
。

中
西
：
あ
り
ま
す
。
も
う
30
数
年
前
で
す
け

ど
。
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
す
。

大
西
：
日
本
人
に
と
っ
て
留
学
と
い
う
の
は

ど
う
で
す
か
？

中
西
：
す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
よ
。
我
が

社
で
は
、
社
費
留
学
と
い
う
制
度
を
40
年
以

上
前
か
ら
や
っ
て
い
て
、
今
で
も
年
間
30
人

程
度
募
集
し
て
ま
す
。
社
内
の
試
験
を
通
る

と
、
自
分
で
大
学
を
探
し
て
、
や
り
た
い
こ

と
を
組
み
立
て
ま
す
。
今
は
標
準
と
し
て
２

年
で
す
け
ど
、
留
学
し
た
人
た
ち
は
そ
れ
な

り
に
社
会
観
が
変
わ
り
ま
す
か
ら
。
た
だ
し
、

大
学
の
受
け
入
れ
体
制
は
考
え
る
必
要
が
あ

大
西
：
改
革
も
建
前
じ
ゃ
な
く
本
音
で
や
ら

な
い
と
ね
。
徐
々
に
英
語
で
講
義
を
や
り
、

英
語
で
単
位
が
取
得
で
き
る
大
学
も
出
て
き

て
い
ま
す
が
、
言
葉
の
問
題
と
い
う
点
で
は
、

ど
う
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
く
べ
き
だ
と
思

わ
れ
ま
す
か
。

中
西
：
こ
れ
は
難
し
い
話
で
す
よ
ね
。
我
々

の
業
界
の
、
市
場
で
戦
わ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
環
境
の
中
で
考
え
る
な
ら
、「
英
語
で
会

話
で
き
な
い
人
は
も
う
い
ら
な
い
」
と
い
う

感
じ
で
す
ね
。
英
語
は
世
界
の
共
通
言
語
で

す
か
ら
、
そ
の
意
味
で
は
少
な
く
と
も
大
学

院
の
講
義
の
半
分
位
は
英
語
で
や
っ
て
は
ど

う
か
と
思
い
ま
す
。
だ
け
ど
そ
れ
が
世
の
中

で
ど
う
受
け
止
め
ら
れ
る
の
か
、
我
々
だ
っ

て
い
か
に
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に
な
っ
た
と
し

て
も
、
企
業
の
国
籍
っ
て
や
は
り
あ
る
ん
で

す
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
生
ん
だ
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

は
、
そ
う
受
け
止
め
ら
れ
る
わ
け
で
す
。
い

か
に
グ
ロ
ー
バ
ル
に
や
っ
て
い
け
る
か
。
そ

れ
は
必
然
的
に
文
化
と
価
値
の
問
題
に
な
っ

て
、
外
国
語
が
ネ
イ
テ
ィ
ブ
と
同
じ
よ
う
に

会
話
で
き
る
こ
と
が
重
要
な
の
か
と
い
う
と
、

あ
る
程
度
の
理
解
力
、
ス
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
す

る
力
は
要
求
さ
れ
ま
す
が
、
そ
こ
か
ら
先
は

言
語
の
巧
拙
で
は
な
く
て
、
中
身
に
な
る
わ

け
で
す
よ
。
だ
か
ら
そ
の
水
準
や
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
ど
こ
に
置
く
の
か
と
い
う
こ
と
の
コ
ン

セ
ン
サ
ス
を
作
っ
て
い
く
し
か
な
い
と
思
い

ま
す
ね
。

大
西
：
例
え
ば
今
、「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ

ル
大
学
創
設
支
援
」（
注
２
）
と
い
う
文
科

省
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
っ
て
、
少
な
く
と
も

ず
、
言
語
の
問
題
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
面
白
さ

や
学
生
か
ら
見
た
時
の
魅
力
の
問
題
な
ど
、

課
題
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
経
団

連
の
教
育
問
題
委
員
長
を
や
っ
て
い
る
今
の

立
場
で
、
各
大
学
の
学
長
や
教
授
な
ど
に
お

尋
ね
す
る
と
、
学
内
の
取
組
に
対
す
る
全
体

意
識
や
競
争
意
識
な
ど
に
関
し
て
少
し
疑
問

に
思
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

大
西
：
耳
が
痛
い
で
す
。

中
西
：
企
業
は
そ
れ
で
苦
労
し
て
い
ま
す
。

「
社
長
が
言
っ
て
も
全
然
変
化
が
な
い
」
と

か
、「
事
業
計
画
通
り
に
い
か
な
い
」
と
常

に
矢
面
に
立
た
さ
れ
る
ん
で
す
ね
。
周
囲
か

ら
見
て
の
ス
ピ
ー
ド
だ
か
ら
、
自
分
た
ち
が

ど
れ
だ
け
変
わ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
ほ

と
ん
ど
意
味
が
な
い
。「
ど
れ
だ
け
良
く
な
っ

て
も
、
相
手
が
も
っ
と
良
く
な
っ
た
ら
ダ
メ

な
ん
だ
か
ら
」
と
私
も
社
内
で
言
う
ん
で
す
。

大
西
：
ア
メ
リ
カ
で
は
、
結
構
評
判
が
高
い

海
外
の
大
学
が
新
し
く
出
て
き
ま
す
が
、
日

本
の
大
学
は
わ
り
と
固
定
し
て
い
て
、
偏
差

値
が
変
わ
ら
な
い
ん
で
す
ね
。

中
西
：
そ
こ
が
問
題
な
ん
で
す
。
最
初
か
ら

平
均
値
で
競
っ
て
い
る
か
ら
。

大
西
：
そ
う
い
う
点
で
は
大
学
に
無
力
感
と

い
う
か
、
何
を
や
っ
て
も
そ
う
変
わ
ら
な
い

と
。
自
分
の
と
こ
ろ
は
こ
の
位
だ
と
。
そ
う

い
う
意
識
が
、
少
し
あ
る
の
か
な
あ
と
。

中
西
：
ト
ッ
プ
の
大
学
は
何
も
し
な
く
た
っ

て
ト
ッ
プ
だ
か
ら
、
極
端
な
言
い
方
だ
け
ど
。

あ
る
意
味
で
、
企
業
で
い
え
ば
、
新
陳
代
謝

が
起
こ
ら
な
い
と
絶
対
ダ
メ
な
ん
で
す
。

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
、
日
本
語
も
大
事
な
の
で

外
国
人
に
は
日
本
語
を
覚
え
て
も
ら
お
う
と
。

日
本
人
は
英
語
で
講
義
が
聞
け
た
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う

と
い
う
こ
と
を
課
し
て
ま
す
。
客
観
的
な
情

勢
も
含
め
て
大
学
も
か
な
り
本
気
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
点
で
は
大
学
生
も

少
し
変
わ
っ
て
い
く
と
思
う
ん
で
す
よ
。

中
西
：
で
も
、
そ
の
ス
ピ
ー
ド
が
前
よ
り
良

く
な
っ
た
と
い
う
の
で
は
意
味
が
な
い
で
す

よ
ね
。
自
分
と
競
争
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

ど
こ
と
競
争
し
て
い
る
の
か
を
考
え
な
い
と
。

最
近
中
国
の
大
学
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
卒
業

生
の
英
語
っ
て
結
構
上
手
い
で
す
よ
。
色
々

な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
理
解
し
て

ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
そ
の
ス
ピ
ー
ド
が
十

分
で
は
な
い
ん
で
す
よ
ね
。

大
西
：
人
材
育
成
の
話
と
と
も
に
、
大
学
改

革
の
も
う
１
つ
の
切
り
口
が
研
究
成
果
で
す

ね
。
大
学
の
研
究
成
果
を
形
に
す
る
意
味
で
、

も
う
少
し
組
織
的
に
産
学
連
携
し
て
も
い
い

か
と
思
う
の
で
す
が
、
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
。

中
西
：
我
々
が
最
初
に
あ
る
地
域
で
事
業
を

す
る
時
に
、
大
学
と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
が
な

い
と
や
り
に
く
い
ん
で
す
ね
。
例
え
ば
ケ
ン

ブ
リ
ッ
ジ
大
学
と
我
々
の
日
立
ラ
ボ
は
、
運

営
費
を
日
立
が
出
し
、
学
内
に
研
究
ラ
ボ
が

あ
り
、
指
導
す
る
先
生
が
い
て
、
あ
ち
ら
は

留
学
で
大
き
く
変
わ
る
社
会
観
。

大
学
も
企
業
も
、

も
っ
と
外
に
向
か
う
べ
き

大西 隆（Takashi Onishi）

豊橋技術科学大学長。1948年愛媛県松山市生まれ。専門は都市工学。東京
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サチューセッツ工科大学客員研究員、アジア工科大学院助教授、東京大学

工学部助教授・教授を経て、1996年から国連大学高等研究所教授を兼任。

2011年日本学術会議会長、2014年豊橋技術科学大学長に就任。2015年

より国立大学協会副会長として大学改革に尽力する。

中西宏明 (Hiroaki Nakanishi)

日立製作所執行役会長兼CEO。1946年神奈川県横浜市生まれ。東京大学工学部電気工学

科卒業後、日立製作所入社。1970年スタンフォード大学大学院コンピュータエンジニア

リング学修士課程修了。日立製作所欧州総代表、執行役常務、専務、米国総代表、副社長を経

て、2010年から執行役社長。2014年執行役会長に就任。豊富な海外経験を活かし、日立

製作所の業績回復を牽引し、グローバル時代を生き抜くため辣腕を振るう。2014年より

経済団体連合会副会長・教育問題委員長として大学と企業との連携を熟慮する。

大
学
院
生
を
送
り
込
み
、
こ
ち
ら
も
社
員
を

送
り
込
む
と
い
う
風
に
。
向
こ
う
は
最
初
か

ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
持
っ
て
る
ん
で
す
ね
。

大
西
：
日
本
に
も
制
度
は
あ
る
ん
で
す
が
、

共
同
研
究
を
発
展
的
に
や
っ
て
い
く
の
に
、

そ
れ
が
追
い
つ
い
て
い
る
か
ど
う
か
で
す
ね
。

中
西
：
他
に
も
北
大
で
は
、
陽
子
線
治
療
の

分
野
で
動
く
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
も
プ
ロ
ト
ン
を

照
射
で
き
る
仕
掛
け
を
共
同
開
発
し
よ
う
と
、

う
ち
の
研
究
所
の
人
間
が
10
人
近
く
行
っ
て

い
ま
す
。こ
う
い
う
実
績
が
F
I
R
S
T（
注

３
）の
T
O
P
30
に
選
ば
れ
て
、
研
究
費
も

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
全
く
で
き
な

い
話
で
は
な
い
と
思
う
ん
で
す
。

大
西
：
今
ま
で
組
織
と
し
て
き
ち
ん
と
や
る

よ
う
な
仕
組
み
が
少
な
く
て
、
先
生
ベ
ー
ス

だ
っ
た
と
い
う
面
は
あ
り
ま
す
よ
ね
。
最
近

う
ち
の
大
学
で
も
R
A
C（
注
４
）が
で
き
て
、

対
外
関
係
の
共
同
研
究
を
専
門
に
、
大
学
に

ど
う
い
う
“
種
”
が
あ
る
か
を
企
業
に
紹
介

す
る
職
種
の
人
が
７
、８
人
い
ま
す
。
今
ま

で
防
衛
的
観
点
で
の
知
財
の
専
門
家
は
い

た
の
で
す
が
、
組
織
と
組
織
で
つ
な
が
り
を

作
ろ
う
と
考
え
る
、
そ
う
い
う
人
の
活
躍
が

進
め
ば
、
大
学
は
変
わ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
近
は
S
I
P（
注
５
）、I
m
P
A
C
T（
注

り
ま
す
。
特
に
ア
メ
リ
カ
の
大
学
は
結
構
ド

ラ
イ
だ
か
ら
、
伸
び
る
世
界
か
ら
た
く
さ
ん

採
ろ
う
と
す
る
。
だ
か
ら
中
国
人
は
枠
組
み

を
持
っ
て
ま
す
ね
。
や
は
り
ア
ピ
ー
ル
力
み

た
い
な
も
の
が
本
当
に
強
烈
に
な
い
と
ダ
メ

で
す
。

大
西
：
そ
う
い
う
の
が
き
っ
か
け
で
、
少
し

内
向
き
と
い
わ
れ
る
今
の
学
生
が
外
向
き
に

変
わ
っ
て
い
け
れ
ば
い
い
で
す
よ
ね
。

中
西
：
今
の
若
い
人
た
ち
は
、自
分
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
が
不
得
手
と
い
う
の
が
一
般
的

傾
向
だ
と
思
う
ん
で
す
が
、
日
立
グ
ル
ー
プ

の
中
で
も
海
外
に
留
学
し
た
者
は
、
結
構
凄

い
で
す
よ
、
逞
し
い
し
。

大
西
：
色
々
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

中
西
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
日
本
の

国
立
大
学
は
内
向
い
て
競
争
す
る
な
、
外
向

い
て
競
争
し
ろ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

注
１
／
特
定
研
究
大
学（
仮
称
）制
度
：
国
の
大
学
改
革
に
向
け
た
新
し
い

テ
ー
マ
と
し
て
、国
立
大
学
の
一
部
に
収
益
事
業
や
資
金
運
用
を
認
め

る
制
度
。

注
２
／
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
設
支
援
：
大
学
改
革
と
国
際
化
を

目
指
し
、
国
公
私
立
大
学
か
ら
30
数
校
を
公
募
・
指
定
し
、
ト
ッ
プ
型
・

グ
ロ
ー
バ
ル
化
牽
引
型
に
分
け
て
国
が
支
援
す
る
事
業
。

注
３
／
F
I
R
S
T
（
最
先
端
研
究
開
発
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
）：
国
内
の

あ
ら
ゆ
る
分
野
の
独
創
的
・
先
駆
的
研
究
者
T
O
P
30
名
を
公
募
・
選

出
し
、
助
成
す
る
制
度
。

注
４
／
R
A
C
（
研
究
推
進
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
）：

大
学
の
研
究
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
人
材
の
確
保
や
集
中
的
な
研
究
環
境
改

革
な
ど
の
研
究
大
学
強
化
支
援
を
目
的
に
創
設
さ
れ
た
セ
ン
タ
ー
。

注
５
／
S
I
P
（
戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
）：
総
合

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
が
府
省
・
分
野
の
枠
を
越
え
て
基

礎
研
究
か
ら
事
業
化
ま
で
研
究
開
発
を
推
進
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

注
６
／
I
m
P
A
C
T（
革
命
的
研
究
開
発
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
）：
革
新
的

な
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
を
目
指
し
ハ
イ
リ
ス
ク
・
ハ
イ

イ
ン
パ
ク
ト
な
挑
戦
的
研
究
開
発
を
推
進
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

注
７
／
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
J
A
P
A
N
：
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
を
目

指
し
、
大
学
・
大
学
院
な
ど
に
在
籍
す
る
日
本
人
学
生
を
対
象
に
、

2
0
1
4
年
か
ら
始
め
た
官
民
協
働
海
外
留
学
支
援
制
度
。

国
の
支
援
で
進
む
共
同
研
究
。

企
業
と
の
連
携
強
化
で
、

大
学
は
変
わ
る
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６
）
な
ど
国
か
ら
企
業
や
大
学
に
大
型
研
究

予
算
が
付
く
よ
う
に
な
っ
た
と
。
だ
か
ら
企

業
と
大
学
の
関
係
を
太
く
し
て
い
く
余
地
は

十
分
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

中
西
：
ま
っ
た
く
そ
う
思
い
ま
す
。
そ
の
意

味
で
今
後
の
技
術
開
発
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

が
ど
こ
ま
で
オ
ー
プ
ン
な
の
か
。
オ
ー
プ
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
が
こ
れ
か
ら

の
大
学
に
も
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。

大
西
：
最
後
に
文
科
省
の
「
ト
ビ
タ
テ
！
留

学
生
J
A
P
A
N
」（
注
７
）で
、
企
業
が
留

学
の
サ
ポ
ー
ト
を
さ
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。
留

学
に
つ
い
て
ひ
と
言
お
願
い
し
ま
す
。
中
西

さ
ん
自
身
、
留
学
の
ご
経
験
は
あ
り
ま
す
か
。

中
西
：
あ
り
ま
す
。
も
う
30
数
年
前
で
す
け

ど
。
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
す
。

大
西
：
日
本
人
に
と
っ
て
留
学
と
い
う
の
は

ど
う
で
す
か
？

中
西
：
す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
よ
。
我
が

社
で
は
、
社
費
留
学
と
い
う
制
度
を
40
年
以

上
前
か
ら
や
っ
て
い
て
、
今
で
も
年
間
30
人

程
度
募
集
し
て
ま
す
。
社
内
の
試
験
を
通
る

と
、
自
分
で
大
学
を
探
し
て
、
や
り
た
い
こ

と
を
組
み
立
て
ま
す
。
今
は
標
準
と
し
て
２

年
で
す
け
ど
、
留
学
し
た
人
た
ち
は
そ
れ
な

り
に
社
会
観
が
変
わ
り
ま
す
か
ら
。
た
だ
し
、

大
学
の
受
け
入
れ
体
制
は
考
え
る
必
要
が
あ

大
西
：
改
革
も
建
前
じ
ゃ
な
く
本
音
で
や
ら

な
い
と
ね
。
徐
々
に
英
語
で
講
義
を
や
り
、

英
語
で
単
位
が
取
得
で
き
る
大
学
も
出
て
き

て
い
ま
す
が
、
言
葉
の
問
題
と
い
う
点
で
は
、

ど
う
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
く
べ
き
だ
と
思

わ
れ
ま
す
か
。

中
西
：
こ
れ
は
難
し
い
話
で
す
よ
ね
。
我
々

の
業
界
の
、
市
場
で
戦
わ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
環
境
の
中
で
考
え
る
な
ら
、「
英
語
で
会

話
で
き
な
い
人
は
も
う
い
ら
な
い
」
と
い
う

感
じ
で
す
ね
。
英
語
は
世
界
の
共
通
言
語
で

す
か
ら
、
そ
の
意
味
で
は
少
な
く
と
も
大
学

院
の
講
義
の
半
分
位
は
英
語
で
や
っ
て
は
ど

う
か
と
思
い
ま
す
。
だ
け
ど
そ
れ
が
世
の
中

で
ど
う
受
け
止
め
ら
れ
る
の
か
、
我
々
だ
っ

て
い
か
に
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に
な
っ
た
と
し

て
も
、
企
業
の
国
籍
っ
て
や
は
り
あ
る
ん
で

す
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
生
ん
だ
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

は
、
そ
う
受
け
止
め
ら
れ
る
わ
け
で
す
。
い

か
に
グ
ロ
ー
バ
ル
に
や
っ
て
い
け
る
か
。
そ

れ
は
必
然
的
に
文
化
と
価
値
の
問
題
に
な
っ

て
、
外
国
語
が
ネ
イ
テ
ィ
ブ
と
同
じ
よ
う
に

会
話
で
き
る
こ
と
が
重
要
な
の
か
と
い
う
と
、

あ
る
程
度
の
理
解
力
、
ス
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
す

る
力
は
要
求
さ
れ
ま
す
が
、
そ
こ
か
ら
先
は

言
語
の
巧
拙
で
は
な
く
て
、
中
身
に
な
る
わ

け
で
す
よ
。
だ
か
ら
そ
の
水
準
や
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
ど
こ
に
置
く
の
か
と
い
う
こ
と
の
コ
ン

セ
ン
サ
ス
を
作
っ
て
い
く
し
か
な
い
と
思
い

ま
す
ね
。

大
西
：
例
え
ば
今
、「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ

ル
大
学
創
設
支
援
」（
注
２
）
と
い
う
文
科

省
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
っ
て
、
少
な
く
と
も

ず
、
言
語
の
問
題
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
面
白
さ

や
学
生
か
ら
見
た
時
の
魅
力
の
問
題
な
ど
、

課
題
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
経
団

連
の
教
育
問
題
委
員
長
を
や
っ
て
い
る
今
の

立
場
で
、
各
大
学
の
学
長
や
教
授
な
ど
に
お

尋
ね
す
る
と
、
学
内
の
取
組
に
対
す
る
全
体

意
識
や
競
争
意
識
な
ど
に
関
し
て
少
し
疑
問

に
思
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

大
西
：
耳
が
痛
い
で
す
。

中
西
：
企
業
は
そ
れ
で
苦
労
し
て
い
ま
す
。

「
社
長
が
言
っ
て
も
全
然
変
化
が
な
い
」
と

か
、「
事
業
計
画
通
り
に
い
か
な
い
」
と
常

に
矢
面
に
立
た
さ
れ
る
ん
で
す
ね
。
周
囲
か

ら
見
て
の
ス
ピ
ー
ド
だ
か
ら
、
自
分
た
ち
が

ど
れ
だ
け
変
わ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
ほ

と
ん
ど
意
味
が
な
い
。「
ど
れ
だ
け
良
く
な
っ

て
も
、
相
手
が
も
っ
と
良
く
な
っ
た
ら
ダ
メ

な
ん
だ
か
ら
」
と
私
も
社
内
で
言
う
ん
で
す
。

大
西
：
ア
メ
リ
カ
で
は
、
結
構
評
判
が
高
い

海
外
の
大
学
が
新
し
く
出
て
き
ま
す
が
、
日

本
の
大
学
は
わ
り
と
固
定
し
て
い
て
、
偏
差

値
が
変
わ
ら
な
い
ん
で
す
ね
。

中
西
：
そ
こ
が
問
題
な
ん
で
す
。
最
初
か
ら

平
均
値
で
競
っ
て
い
る
か
ら
。

大
西
：
そ
う
い
う
点
で
は
大
学
に
無
力
感
と

い
う
か
、
何
を
や
っ
て
も
そ
う
変
わ
ら
な
い

と
。
自
分
の
と
こ
ろ
は
こ
の
位
だ
と
。
そ
う

い
う
意
識
が
、
少
し
あ
る
の
か
な
あ
と
。

中
西
：
ト
ッ
プ
の
大
学
は
何
も
し
な
く
た
っ

て
ト
ッ
プ
だ
か
ら
、
極
端
な
言
い
方
だ
け
ど
。

あ
る
意
味
で
、
企
業
で
い
え
ば
、
新
陳
代
謝

が
起
こ
ら
な
い
と
絶
対
ダ
メ
な
ん
で
す
。

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
、
日
本
語
も
大
事
な
の
で

外
国
人
に
は
日
本
語
を
覚
え
て
も
ら
お
う
と
。

日
本
人
は
英
語
で
講
義
が
聞
け
た
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う

と
い
う
こ
と
を
課
し
て
ま
す
。
客
観
的
な
情

勢
も
含
め
て
大
学
も
か
な
り
本
気
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
点
で
は
大
学
生
も

少
し
変
わ
っ
て
い
く
と
思
う
ん
で
す
よ
。

中
西
：
で
も
、
そ
の
ス
ピ
ー
ド
が
前
よ
り
良

く
な
っ
た
と
い
う
の
で
は
意
味
が
な
い
で
す

よ
ね
。
自
分
と
競
争
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

ど
こ
と
競
争
し
て
い
る
の
か
を
考
え
な
い
と
。

最
近
中
国
の
大
学
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
卒
業

生
の
英
語
っ
て
結
構
上
手
い
で
す
よ
。
色
々

な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
理
解
し
て

ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
そ
の
ス
ピ
ー
ド
が
十

分
で
は
な
い
ん
で
す
よ
ね
。

大
西
：
人
材
育
成
の
話
と
と
も
に
、
大
学
改

革
の
も
う
１
つ
の
切
り
口
が
研
究
成
果
で
す

ね
。
大
学
の
研
究
成
果
を
形
に
す
る
意
味
で
、

も
う
少
し
組
織
的
に
産
学
連
携
し
て
も
い
い

か
と
思
う
の
で
す
が
、
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
。

中
西
：
我
々
が
最
初
に
あ
る
地
域
で
事
業
を

す
る
時
に
、
大
学
と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
が
な

い
と
や
り
に
く
い
ん
で
す
ね
。
例
え
ば
ケ
ン

ブ
リ
ッ
ジ
大
学
と
我
々
の
日
立
ラ
ボ
は
、
運

営
費
を
日
立
が
出
し
、
学
内
に
研
究
ラ
ボ
が

あ
り
、
指
導
す
る
先
生
が
い
て
、
あ
ち
ら
は

留
学
で
大
き
く
変
わ
る
社
会
観
。

大
学
も
企
業
も
、

も
っ
と
外
に
向
か
う
べ
き

大西 隆（Takashi Onishi）

豊橋技術科学大学長。1948年愛媛県松山市生まれ。専門は都市工学。東京

大学大学院工学系研究科博士課程修了。長岡技術科学大学助手・助教授、マ

サチューセッツ工科大学客員研究員、アジア工科大学院助教授、東京大学

工学部助教授・教授を経て、1996年から国連大学高等研究所教授を兼任。

2011年日本学術会議会長、2014年豊橋技術科学大学長に就任。2015年

より国立大学協会副会長として大学改革に尽力する。

中西宏明 (Hiroaki Nakanishi)

日立製作所執行役会長兼CEO。1946年神奈川県横浜市生まれ。東京大学工学部電気工学

科卒業後、日立製作所入社。1970年スタンフォード大学大学院コンピュータエンジニア

リング学修士課程修了。日立製作所欧州総代表、執行役常務、専務、米国総代表、副社長を経

て、2010年から執行役社長。2014年執行役会長に就任。豊富な海外経験を活かし、日立

製作所の業績回復を牽引し、グローバル時代を生き抜くため辣腕を振るう。2014年より

経済団体連合会副会長・教育問題委員長として大学と企業との連携を熟慮する。

大
学
院
生
を
送
り
込
み
、
こ
ち
ら
も
社
員
を

送
り
込
む
と
い
う
風
に
。
向
こ
う
は
最
初
か

ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
持
っ
て
る
ん
で
す
ね
。

大
西
：
日
本
に
も
制
度
は
あ
る
ん
で
す
が
、

共
同
研
究
を
発
展
的
に
や
っ
て
い
く
の
に
、

そ
れ
が
追
い
つ
い
て
い
る
か
ど
う
か
で
す
ね
。

中
西
：
他
に
も
北
大
で
は
、
陽
子
線
治
療
の

分
野
で
動
く
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
も
プ
ロ
ト
ン
を

照
射
で
き
る
仕
掛
け
を
共
同
開
発
し
よ
う
と
、

う
ち
の
研
究
所
の
人
間
が
10
人
近
く
行
っ
て

い
ま
す
。こ
う
い
う
実
績
が
F
I
R
S
T（
注

３
）の
T
O
P
30
に
選
ば
れ
て
、
研
究
費
も

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
全
く
で
き
な

い
話
で
は
な
い
と
思
う
ん
で
す
。

大
西
：
今
ま
で
組
織
と
し
て
き
ち
ん
と
や
る

よ
う
な
仕
組
み
が
少
な
く
て
、
先
生
ベ
ー
ス

だ
っ
た
と
い
う
面
は
あ
り
ま
す
よ
ね
。
最
近

う
ち
の
大
学
で
も
R
A
C（
注
４
）が
で
き
て
、

対
外
関
係
の
共
同
研
究
を
専
門
に
、
大
学
に

ど
う
い
う
“
種
”
が
あ
る
か
を
企
業
に
紹
介

す
る
職
種
の
人
が
７
、８
人
い
ま
す
。
今
ま

で
防
衛
的
観
点
で
の
知
財
の
専
門
家
は
い

た
の
で
す
が
、
組
織
と
組
織
で
つ
な
が
り
を

作
ろ
う
と
考
え
る
、
そ
う
い
う
人
の
活
躍
が

進
め
ば
、
大
学
は
変
わ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
近
は
S
I
P（
注
５
）、I
m
P
A
C
T（
注

り
ま
す
。
特
に
ア
メ
リ
カ
の
大
学
は
結
構
ド

ラ
イ
だ
か
ら
、
伸
び
る
世
界
か
ら
た
く
さ
ん

採
ろ
う
と
す
る
。
だ
か
ら
中
国
人
は
枠
組
み

を
持
っ
て
ま
す
ね
。
や
は
り
ア
ピ
ー
ル
力
み

た
い
な
も
の
が
本
当
に
強
烈
に
な
い
と
ダ
メ

で
す
。

大
西
：
そ
う
い
う
の
が
き
っ
か
け
で
、
少
し

内
向
き
と
い
わ
れ
る
今
の
学
生
が
外
向
き
に

変
わ
っ
て
い
け
れ
ば
い
い
で
す
よ
ね
。

中
西
：
今
の
若
い
人
た
ち
は
、自
分
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
が
不
得
手
と
い
う
の
が
一
般
的

傾
向
だ
と
思
う
ん
で
す
が
、
日
立
グ
ル
ー
プ

の
中
で
も
海
外
に
留
学
し
た
者
は
、
結
構
凄

い
で
す
よ
、
逞
し
い
し
。

大
西
：
色
々
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

中
西
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
日
本
の

国
立
大
学
は
内
向
い
て
競
争
す
る
な
、
外
向

い
て
競
争
し
ろ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

注
１
／
特
定
研
究
大
学（
仮
称
）制
度
：
国
の
大
学
改
革
に
向
け
た
新
し
い

テ
ー
マ
と
し
て
、国
立
大
学
の
一
部
に
収
益
事
業
や
資
金
運
用
を
認
め

る
制
度
。

注
２
／
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
設
支
援
：
大
学
改
革
と
国
際
化
を

目
指
し
、
国
公
私
立
大
学
か
ら
30
数
校
を
公
募
・
指
定
し
、
ト
ッ
プ
型
・

グ
ロ
ー
バ
ル
化
牽
引
型
に
分
け
て
国
が
支
援
す
る
事
業
。

注
３
／
F
I
R
S
T
（
最
先
端
研
究
開
発
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
）：
国
内
の

あ
ら
ゆ
る
分
野
の
独
創
的
・
先
駆
的
研
究
者
T
O
P
30
名
を
公
募
・
選

出
し
、
助
成
す
る
制
度
。

注
４
／
R
A
C
（
研
究
推
進
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
）：

大
学
の
研
究
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
人
材
の
確
保
や
集
中
的
な
研
究
環
境
改

革
な
ど
の
研
究
大
学
強
化
支
援
を
目
的
に
創
設
さ
れ
た
セ
ン
タ
ー
。

注
５
／
S
I
P
（
戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
）：
総
合

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
が
府
省
・
分
野
の
枠
を
越
え
て
基

礎
研
究
か
ら
事
業
化
ま
で
研
究
開
発
を
推
進
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

注
６
／
I
m
P
A
C
T（
革
命
的
研
究
開
発
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
）：
革
新
的

な
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
を
目
指
し
ハ
イ
リ
ス
ク
・
ハ
イ

イ
ン
パ
ク
ト
な
挑
戦
的
研
究
開
発
を
推
進
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

注
７
／
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
J
A
P
A
N
：
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
を
目

指
し
、
大
学
・
大
学
院
な
ど
に
在
籍
す
る
日
本
人
学
生
を
対
象
に
、

2
0
1
4
年
か
ら
始
め
た
官
民
協
働
海
外
留
学
支
援
制
度
。

国
の
支
援
で
進
む
共
同
研
究
。

企
業
と
の
連
携
強
化
で
、

大
学
は
変
わ
る

910
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　1998年度に上越教育大学フレンドシップ事業

の一環として始まった「学びのひろば」。学生が子

どもたちと触れ合い、子どもの気持ちや行動を

理解し、教員としての実践的指導力の基礎を身に

つけることを目的に、現在まで継続されている。

　活動の企画・運営は、すべて学生主体。「子ども

たちの笑顔のため」に徹底的な議論を重ね、年

７回の活動日に、近隣の小学校に通う子どもた

ち（2014年度参加児童数延べ1,452人）を招き、

同大学学生が所属する９つのクラブ（2014年度

参加学生数延べ1,501人）が企画したレクリエー

ションや野外活動、工作、運動、2泊３日の宿泊

活動などを行う。参加する子どもたちにとっても、

学校とは違う環境での活動や、他校の子どもたち

との触れ合いは貴重な体験の場となっている。

理
想
の
教
師
を
目
指
し
て
、
学
生
自
ら
が
つ
く
る

「
学
び
の
ひ
ろ
ば
」

東
北
大
学

富
山
大
学

学生が教職員にヒアリングしてつくる
「研究倫理教材コンテスト」

　次世代のエネルギーとして期待される水素エネ

ルギー。九州大学では2003年、世界に先駆けて

水素プロジェクトを立ち上げ、2010年には世界初

の水素エネルギーシステム専攻を大学院工学府に

設立し、人材育成にも力を注いでいる。

　キャンパス内のエネルギーのスマート化も推進。

食堂には燃料電池「エネファーム」を設置し、世

界最新型の大型燃料電池の試験的な運用も開始。

水素カー「ＭＩＲＡＩ」を公用車として導入。水素ス

テーションを設置し、大学を水素社会実証の場と

しても活用している。中核となる「水素エネルギー

国際研究センター」には企業関係者、研究者のほ

か、子どもから大人まで、年間６千人以上が来訪。

「視て、聴いて、体験する」をコンセプトに、水素

エネルギーに関する情報や技術を解説するショー

ルームも開設し、社会へ情報を発信し続けている。

子
育
て
支
援
ル
ー
ム「
G
E
N
K
i
」

就
学
前
教
育
の
理
論
と
実
践
の

融
合
の
場

　兵庫教育大学では、就学前の子育て支援の研

究の場として、2014年に文部科学省からの特別

経費により子育て支援ルーム「GENKi」を設置。

「GENKi」はGeneration（世代）、Education（教

育）、Nursery（保育）、Kids（子ども）の頭文字

から命名されたもので、スタッフは幼年教育コー

スの教員と、実習を兼ねた学生ボランティア。同

大学の「理論と実践の融合」のミッションに基づき、

大学院での子育て支援コーディネーターの養成

や保育教諭の理論を実践できる場としての機能

も果たす。

　同ルームには木製の玩具や砂場、楽器、お絵

かきコーナーなど子どもの感覚を重視した細かな

工夫がされ、学生が作成した玩具も好評を博し、

登録者数は増加の一途をたどる。今後は孤立し

がちな親や祖父母との交流など多世代間の地域

コミュニティの場としての機能も期待されている。

兵
庫
教
育
大
学

東
京
大
学

　東京大学は2015年、全学的な研究倫理意識の醸

成を目的とした「研究倫理ウィーク」の特別企画として、

「研究倫理教材コンテスト」を開催。学生が作成した

教材のアイデアと出来栄えを競い、優秀作品には総

長から賞状と副賞が授与された。

　コンテストでは、各研究分野の特色を具体的に取

り入れ、研究倫理を楽しく学ぶことができる教材を

募集。１チーム３～５名で１つの教材を作成し、教職員

や上級生にヒアリングする。これはヒアリングを受

ける者にも研究倫理意識を高める効果を狙ったもの。

各グループとも工夫を凝らしたハイレベルな作品に

仕上げていて、プレゼンテーションでは審査委員と

の熱い質疑応答も見られた。同大学では、今後も各

研究分野の実態に即して、研究倫理について考える

機会を積極的に提供していきたいと考えている。

　2015年、東北大学「サイバーサイエンスセ

ンター」では最新のスーパーコンピュータ「SX-

ACE」を導入。導入に先立ち、システムの性能

評価に取り組み、日本や欧米のスーパーコン

ピュータがピーク性能の１〜４％程度であるの

に対し、SX-ACEは10％を超える実効性能を

省電力で達成できることを明らかにした。

　このシステムは数値流体工学、電波工学、

大気海洋・地球科学など最先端の学術研究に

活用されるだけでなく、国産近距離ジェット開

発などの産業応用や、防災・減災にも活用され、

地震の発生から20分以内に、沿岸地域の津波

浸水被害を6時間分予測できる。センターでは

SX-ACEを単なる研究インフラとしてだけでな

く、安全・安心な社会づくりに貢献する社会イ

ンフラとして活用し、積極的に社会に還元して

いきたいと考えている。

最
先
端
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

「
Ｓ
Ｘ-

Ａ
Ｃ
Ｅ
」導
入
で
社
会
に
貢
献
す
る

「
サ
イ
バ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
」

上越教育大学

愛媛大学

北海道大学

九州大学

　富山大学和漢医薬学総合研究所の「民族薬物資

料館」では、漢方医学や中国医学、インド医学（アー

ユルヴェーダ）やユナニー（ギリシャ－アラブ医学）

で用いられる約28,000点の生薬標本を保存・展

示。約50年にわたる国内外の調査で蒐集した学

術的・博物学的価値の高い資料で、質・量ともに日

本一の生薬資料館として、教育研究に活用されて

いる。

　年数回の一般公開には国内外から見学者が訪

れるほか、生薬博物館設立を目指し、研修を希

望する外国人学者もいる。伝統医薬が再認識さ

れている今日、模範的な生薬博物館として世界か

ら注目されている。民族薬物データベースも作成

し、インターネット上で閲覧できる。現在、和漢

薬は430種類の生薬4,800点を収録。中国薬草

古典『経史証類大観本草』の日本語訳も行なってい

て、「証類本草データベース」で公表している。

「
世
界
遺
産
」登
録
に
向
け
、
積
極
的
活
動
を
展
開
す
る

「
四
国
遍
路
・
世
界
の
巡
礼
研
究
セ
ン
タ
ー
」

貴
重
な
生
薬
資
料
で

世
界
的
に
注
目
さ
れ
る

「
民
族
薬
物
資
料
館
」

　2015年4月、愛媛大学では法文学部附属「四国遍路・世

界の巡礼研究センター」を設立した。四国では官民あげて

四国遍路の「世界遺産」登録への取組を推進。2015年新

制定の「日本遺産」に認定されるなど、四国遍路に対する

社会の関心は極めて高い。発足した同センターは、古代か

ら今に至る四国遍路の歴史や現代遍路の多様な実態を解

明し、サンティアゴ巡礼やメッカ巡礼など世界に数多くあ

る巡礼との国際比較を行うことを研究目的とする。

　構成員は歴史学、文学、社会学、哲学、法律学、経済学、

観光学など多様な分野の教員からなり、学際的研究が特

色。四国遍路や巡礼に関する講演会の開催や研究成果を

教育に活かした「歩き遍路」授業を開講するほか、世界遺産

登録に向けて自治体と連携しながら札所寺院の文化財調

査を行うなど、地域貢献活動も積極的に進めている。

　北海道大学に、“ひとつ屋根の下”をコンセプトに産学官と

市民が集う「フード＆メディカルイノベーション国際拠点」施

設が竣工した。同大学の前身である札幌農学校時代から続

いてきた「食」にまつわる研究、医療分野の先進的な研究の

融合を図るべく、産学官連携の革新的な研究開発を展開する。

　１階には「多目的ホール」、「フューチャールーム」、２～５階

には参画企業と大学の研究室や実験室、さらに「オープンカ

フェ」「ディスカッションプラザ」「展示スペース」、隠れ家を意

味する「DEN」を設け、多様な交流創出のための工夫を凝ら

している。

　「食と健康の達人」拠点として機能する同拠点には、企業

をはじめ38の機関が参画。「健康ものさし」と「セルフヘルス

ケア」に基づく、「美味しい食、楽しい運動」の商品・サービス

提供と、地域における「健康コミュニティ」の実現を目指す。

北
大
の
新
た
な
強
み
を
創
出
！

「
フ
ー
ド
＆
メ
デ
ィ
カ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
国
際
拠
点
」

東
北
大
学
の
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

「
S
X-

A
C
E
」。

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
水
素
カ
ー

「
M
I
R
A
I
」と
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
。

「
民
族
薬
物
資
料
館
」一
般
公
開
の
様
子
。

五
神
総
長
か
ら

表
彰
さ
れ
る
最
優
秀
チ
ー
ム
。

未来的外観のフード＆メディカルイノベーション国際拠点。

学生スタッフとおもちゃで遊ぶ幼児たち。

学生によるお遍路さんへの「お接待」。

子
ど
も
た
ち
へ
の
説
明
の
様
子
。
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２
０
３
０
年
の
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
へ
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
！

「
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
」



民族薬物データベース：http://ethmed.u-toyama.ac.jp/Search_jp/
証類本草データベース：http://ethmed.u-toyama.ac.jp/honzou/

　1998年度に上越教育大学フレンドシップ事業

の一環として始まった「学びのひろば」。学生が子

どもたちと触れ合い、子どもの気持ちや行動を

理解し、教員としての実践的指導力の基礎を身に

つけることを目的に、現在まで継続されている。

　活動の企画・運営は、すべて学生主体。「子ども

たちの笑顔のため」に徹底的な議論を重ね、年

７回の活動日に、近隣の小学校に通う子どもた

ち（2014年度参加児童数延べ1,452人）を招き、

同大学学生が所属する９つのクラブ（2014年度

参加学生数延べ1,501人）が企画したレクリエー

ションや野外活動、工作、運動、2泊３日の宿泊

活動などを行う。参加する子どもたちにとっても、

学校とは違う環境での活動や、他校の子どもたち

との触れ合いは貴重な体験の場となっている。

理
想
の
教
師
を
目
指
し
て
、
学
生
自
ら
が
つ
く
る

「
学
び
の
ひ
ろ
ば
」

東
北
大
学

富
山
大
学

学生が教職員にヒアリングしてつくる
「研究倫理教材コンテスト」

　次世代のエネルギーとして期待される水素エネ

ルギー。九州大学では2003年、世界に先駆けて

水素プロジェクトを立ち上げ、2010年には世界初

の水素エネルギーシステム専攻を大学院工学府に

設立し、人材育成にも力を注いでいる。

　キャンパス内のエネルギーのスマート化も推進。

食堂には燃料電池「エネファーム」を設置し、世

界最新型の大型燃料電池の試験的な運用も開始。

水素カー「ＭＩＲＡＩ」を公用車として導入。水素ス

テーションを設置し、大学を水素社会実証の場と

しても活用している。中核となる「水素エネルギー

国際研究センター」には企業関係者、研究者のほ

か、子どもから大人まで、年間６千人以上が来訪。

「視て、聴いて、体験する」をコンセプトに、水素

エネルギーに関する情報や技術を解説するショー

ルームも開設し、社会へ情報を発信し続けている。

子
育
て
支
援
ル
ー
ム「
G
E
N
K
i
」

就
学
前
教
育
の
理
論
と
実
践
の

融
合
の
場

　兵庫教育大学では、就学前の子育て支援の研

究の場として、2014年に文部科学省からの特別

経費により子育て支援ルーム「GENKi」を設置。

「GENKi」はGeneration（世代）、Education（教

育）、Nursery（保育）、Kids（子ども）の頭文字

から命名されたもので、スタッフは幼年教育コー

スの教員と、実習を兼ねた学生ボランティア。同

大学の「理論と実践の融合」のミッションに基づき、

大学院での子育て支援コーディネーターの養成

や保育教諭の理論を実践できる場としての機能

も果たす。

　同ルームには木製の玩具や砂場、楽器、お絵

かきコーナーなど子どもの感覚を重視した細かな

工夫がされ、学生が作成した玩具も好評を博し、

登録者数は増加の一途をたどる。今後は孤立し

がちな親や祖父母との交流など多世代間の地域

コミュニティの場としての機能も期待されている。

兵
庫
教
育
大
学

東
京
大
学

　東京大学は2015年、全学的な研究倫理意識の醸

成を目的とした「研究倫理ウィーク」の特別企画として、

「研究倫理教材コンテスト」を開催。学生が作成した

教材のアイデアと出来栄えを競い、優秀作品には総

長から賞状と副賞が授与された。

　コンテストでは、各研究分野の特色を具体的に取

り入れ、研究倫理を楽しく学ぶことができる教材を

募集。１チーム３～５名で１つの教材を作成し、教職員

や上級生にヒアリングする。これはヒアリングを受

ける者にも研究倫理意識を高める効果を狙ったもの。

各グループとも工夫を凝らしたハイレベルな作品に

仕上げていて、プレゼンテーションでは審査委員と

の熱い質疑応答も見られた。同大学では、今後も各

研究分野の実態に即して、研究倫理について考える

機会を積極的に提供していきたいと考えている。

　2015年、東北大学「サイバーサイエンスセ

ンター」では最新のスーパーコンピュータ「SX-

ACE」を導入。導入に先立ち、システムの性能

評価に取り組み、日本や欧米のスーパーコン

ピュータがピーク性能の１〜４％程度であるの

に対し、SX-ACEは10％を超える実効性能を

省電力で達成できることを明らかにした。

　このシステムは数値流体工学、電波工学、

大気海洋・地球科学など最先端の学術研究に

活用されるだけでなく、国産近距離ジェット開

発などの産業応用や、防災・減災にも活用され、

地震の発生から20分以内に、沿岸地域の津波

浸水被害を6時間分予測できる。センターでは

SX-ACEを単なる研究インフラとしてだけでな

く、安全・安心な社会づくりに貢献する社会イ

ンフラとして活用し、積極的に社会に還元して

いきたいと考えている。

最
先
端
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

「
Ｓ
Ｘ-
Ａ
Ｃ
Ｅ
」導
入
で
社
会
に
貢
献
す
る

「
サ
イ
バ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
」

上越教育大学

愛媛大学

北海道大学

九州大学

　富山大学和漢医薬学総合研究所の「民族薬物資

料館」では、漢方医学や中国医学、インド医学（アー

ユルヴェーダ）やユナニー（ギリシャ－アラブ医学）

で用いられる約28,000点の生薬標本を保存・展

示。約50年にわたる国内外の調査で蒐集した学

術的・博物学的価値の高い資料で、質・量ともに日

本一の生薬資料館として、教育研究に活用されて

いる。

　年数回の一般公開には国内外から見学者が訪

れるほか、生薬博物館設立を目指し、研修を希

望する外国人学者もいる。伝統医薬が再認識さ

れている今日、模範的な生薬博物館として世界か

ら注目されている。民族薬物データベースも作成

し、インターネット上で閲覧できる。現在、和漢

薬は430種類の生薬4,800点を収録。中国薬草

古典『経史証類大観本草』の日本語訳も行なってい

て、「証類本草データベース」で公表している。

「
世
界
遺
産
」登
録
に
向
け
、
積
極
的
活
動
を
展
開
す
る

「
四
国
遍
路
・
世
界
の
巡
礼
研
究
セ
ン
タ
ー
」

貴
重
な
生
薬
資
料
で

世
界
的
に
注
目
さ
れ
る

「
民
族
薬
物
資
料
館
」

　2015年4月、愛媛大学では法文学部附属「四国遍路・世

界の巡礼研究センター」を設立した。四国では官民あげて

四国遍路の「世界遺産」登録への取組を推進。2015年新

制定の「日本遺産」に認定されるなど、四国遍路に対する

社会の関心は極めて高い。発足した同センターは、古代か

ら今に至る四国遍路の歴史や現代遍路の多様な実態を解

明し、サンティアゴ巡礼やメッカ巡礼など世界に数多くあ

る巡礼との国際比較を行うことを研究目的とする。

　構成員は歴史学、文学、社会学、哲学、法律学、経済学、

観光学など多様な分野の教員からなり、学際的研究が特

色。四国遍路や巡礼に関する講演会の開催や研究成果を

教育に活かした「歩き遍路」授業を開講するほか、世界遺産

登録に向けて自治体と連携しながら札所寺院の文化財調

査を行うなど、地域貢献活動も積極的に進めている。

　北海道大学に、“ひとつ屋根の下”をコンセプトに産学官と

市民が集う「フード＆メディカルイノベーション国際拠点」施

設が竣工した。同大学の前身である札幌農学校時代から続

いてきた「食」にまつわる研究、医療分野の先進的な研究の

融合を図るべく、産学官連携の革新的な研究開発を展開する。

　１階には「多目的ホール」、「フューチャールーム」、２～５階

には参画企業と大学の研究室や実験室、さらに「オープンカ

フェ」「ディスカッションプラザ」「展示スペース」、隠れ家を意

味する「DEN」を設け、多様な交流創出のための工夫を凝ら

している。

　「食と健康の達人」拠点として機能する同拠点には、企業

をはじめ38の機関が参画。「健康ものさし」と「セルフヘルス

ケア」に基づく、「美味しい食、楽しい運動」の商品・サービス

提供と、地域における「健康コミュニティ」の実現を目指す。

北
大
の
新
た
な
強
み
を
創
出
！

「
フ
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＆
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ピ
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」。
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ン
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水
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水
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。

「
民
族
薬
物
資
料
館
」一
般
公
開
の
様
子
。

五
神
総
長
か
ら

表
彰
さ
れ
る
最
優
秀
チ
ー
ム
。

未来的外観のフード＆メディカルイノベーション国際拠点。

学生スタッフとおもちゃで遊ぶ幼児たち。

学生によるお遍路さんへの「お接待」。

子
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神
戸
大
学
発
達
科
学
部
４
年
の
西
田

文
香
さ
ん
は
、
２
０
１
５
年
６
月
に
開

催
さ
れ
た
「
第
99
回
日
本
陸
上
競
技
選

手
権
大
会
」女
子
４
０
０
ｍ
H（
ハ
ー
ド

ル
）決
勝
で
、３
位
入
賞
し
た
。「
日
本
陸

上
競
技
選
手
権
大
会
」は
陸
上
競
技
の

日
本
一
を
決
め
る
大
会
で
、
神
戸
大
学

の
学
生
と
し
て
決
勝
に
進
出
し
、
上
位

入
賞
し
た
の
は
戦
後
初
と
い
う
快
挙
。

　

父
親
が
元
陸
上
選
手
で
、
兄
弟
４
人

と
も
陸
上
選
手
と
い
う
陸
上
一
家
の

西
田
さ
ん
。
中
学
か
ら
陸
上
を
始
め
、

１
０
０
ｍ
や
１
０
０
ｍ
H
が
専
門
だ
っ

た
が
、
高
校
２
年
の
時
、
４
０
０
ｍ
、

４
０
０
ｍ
H
に
転
向
し
て
急
激
に
開
花

す
る
。
中
学
ま
で
は
な
か
っ
た
女
子

４
０
０
ｍ
、
４
０
０
ｍ
H
が
競
技
種
目

と
な
り
、「
選
手
人
口
が
少
な
く
、
狙
い

目
だ
か
ら
や
っ
て
み
ろ
」と
い
う
当
時

の
指
導
顧
問
の
言
葉
が
後
押
し
と
な
っ

た
。
ま
た
、
こ
の
頃
か
ら
空
気
抵
抗
を

考
慮
し
た
セ
パ
レ
ー
ト
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム

を
着
用
し
、
体
の
管
理
も
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
れ
が
功
を
奏
し
、
タ
イ
ム

も
ど
ん
ど
ん
伸
び
、
高
校
３
年
で
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
に
出
場
。
女
子
４
０
０
ｍ
H

で
２
位
と
い
う
結
果
を
残
し
た
。

　

高
校
時
代
の
先
輩
の
勧
め
も
あ
っ
て

入
学
し
た
神
戸
大
学
で
は
、週
５
日
の

練
習
に
積
極
的
に
参
加
し
、ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
重
ね
て
き
た
。こ
の
４
年
間
で

着
実
に
力
を
つ
け
、６
月
の「
２
０
１
５

日
本
学
生
陸
上
個
人
選
手
権
大
会
」
女

子
４
０
０
ｍ
H
で
優
勝
、７
月
の「
第
83

回
兵
庫
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
」女
子

４
０
０
ｍ
、４
０
０
ｍ
H
で
ダ
ブ
ル
優

勝
、９
月
の「
第
84
回
日
本
学
生
陸
上
競

技
対
校
選
手
権
大
会
」女
子
４
０
０
ｍ
H

決
勝
で
３
位
入
賞
と
、
数
々
の
大
会
で

輝
か
し
い
成
績
を
残
し
た
。

　

２
０
１
６
年
４
月
か
ら
は
高
校
の
体

育
教
員
に
な
る
予
定
の
西
田
さ
ん
。「
今

後
は
指
導
者
と
し
て
、
生
徒
を
国
体
や

大
き
な
大
会
に
連
れ
て
行
き
た
い
」と

目
を
輝
か
せ
て
話
し
て
く
れ
た
。

　
「
学
都
」と
呼
ば
れ
る
青
森
県
弘
前
市

に
は
複
数
の
大
学
が
あ
り
、
県
外
出
身

者
も
多
い
。
札
幌
市
出
身
で
、
弘
前
大

学
大
学
院
地
域
社
会
研
究
科
博
士
課
程

１
年
の
大
野
悠
貴
さ
ん
は
、
乗
用
車
に

依
存
す
る
地
方
都
市
で
の
交
通
機
関
に

不
便
を
感
じ
、
電
車
や
バ
ス
な
ど
の
公

共
交
通
が
も
っ
と
使
え
る
よ
う
に
な
れ

ば
、よ
り
行
動
範
囲
が
広
が
り
、学
生

生
活
が
よ
り
豊
か
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
、
２
０
１
０
年
、
学
生
サ
ー

ク
ル「H

・O

・T M
anagers

」を
立
ち

上
げ
た
。

　

主
な
活
動
は
、
電
車
や
バ
ス
の
基

本
的
な
情
報
提
供
と
地
域
の
お
店
や

見
ど
こ
ろ
を
紹
介
す
る
情
報
誌
「
ほ
っ

と
」の
発
行
、
電
車
や
バ
ス
に
親
し
み

を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
、
小
学
校
や
保
育
園
・
幼
稚
園

な
ど
で
バ
ス
の
乗
り
方
を
教
え
る
「
乗

り
方
教
室
」の
実
施
な
ど
。

　

賛
同
す
る
学
生
の
参
加
が
徐
々
に

増
え
、
代
表
の
大
野
さ
ん
は
「
活
動
を

通
し
て
地
域
の
良
さ
や
魅
力
を
知
る

こ
と
が
で
き
た
だ
け
で
な
く
、
学
生

で
も
地
域
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る

ん
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
交
通
事
業

者
や
行
政
、
商
店
街
の
方
た
ち
の
意

識
変
化
が
感
じ
ら
れ
、
地
元
の
町
内

会
の
方
々
と
情
報
誌
づ
く
り
の
た
め

一
緒
に
地
域
調
査
を
行
う
な
ど
、
地

域
の
方
々
と
協
力
・
連
携
す
る
こ
と
で
、

活
動
の
幅
が
よ
り
広
が
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
単
に
公
共
交
通
の
た
め

だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
人
や
暮
ら

し
に
目
を
向
け
る
こ
と
が
大
事
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
」と
語
る
。

　

２
０
１
４
年
に
は
日
本
モ
ビ

リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
議
の

「J
C

O
M

M

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
賞
」を
受

賞
。「H

・O

・T M
anagers

」は
、今
後

も
地
域
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
学
生
生
活
が
よ
り
楽
し
く
豊

か
に
な
る
よ
う
、
公
共
交
通
と
い
う

ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
活
動
を
続
け
る
。

　

山
梨
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
修

士
課
程
１
年
の
齋
藤
浩
平
さ
ん
は
、
大

学
入
学
直
前
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災

で「
社
会
や
政
治
と
の
関
わ
り
」の
大
切

さ
に
気
づ
き
、「
同
世
代
の
若
者
た
ち
が

あ
ま
り
に
も
社
会
の
諸
課
題
に
関
心
が

薄
い
の
で
は
な
い
か
」と
い
う
問
題
意

識
を
持
っ
た
。「
自
分
た
ち
が
将
来
に
責

任
を
持
た
な
け
れ
ば
、
日
本
の
未
来

に
希
望
が
持
て
な
く
な
っ
て
し
ま
う
」

と
い
う
危
機
感
か
ら
、
学
部
３
年
の

時
に
「C

reate Future

山
梨
」を
設

立
。
共
感
す
る
仲
間
が
少
し
ず
つ
増
え
、

２
０
１
４
年
度
明
る
い
選
挙
推
進
優
良

活
動
賞
や
第
９
回
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
大
賞

優
秀
賞
な
ど
を
受
賞
。

　

２
０
１
５
年
11
月
時
点
で
メ
ン
バ
ー

は
11
名
。
山
梨
県
内
の
４
つ
の
大
学
の

学
生
が
在
籍
す
る
。
定
期
的
活
動
は

週
に
１
度
の
大
学
内
の
学
生
食
堂
で

時
事
ニ
ュ
ー
ス
に
つ
い
て
話
し
合
う

「
昼
飯
N
E
W
S
ト
ー
ク
」と
、
月
に
１

度
、
社
会
問
題
の
テ
ー
マ
を
１
つ
選
び
、

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
「
み
ん
な
の

K
ataruba

」で
、
設
立
以
来
２
年
間

で
延
べ
１
０
０
０
人
以
上
の
学
生
が
参

加
し
て
い
る
。

　

齋
藤
さ
ん
は
団
体
の
活
動
以
外
に
も
、

学
内
に
期
日
前
投
票
所
の
設
置
を
促
し

た
り
、
早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研

究
所
と
共
同
で
候
補
者
の
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
を
ネ
ッ
ト
公
開
す
る
「
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
ス
イ
ッ
チ
甲
府
」を
企
画
す
る
ほ
か
、

全
国
組
織
で
あ
る
若
者
選
挙
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
主
催
の「
若
者
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

で
実
行
委
員
長
を
務
め
る
な
ど
、
そ
の

活
動
は
多
岐
に
わ
た
る
。

　
「
社
会
に
つ
い
て
気
軽
に
楽
し
く
考

え
、
話
す
場
を
作
る
こ
と
が
、
若
者
と

社
会
の
距
離
を
近
づ
け
る
方
法
」と
語

る
齋
藤
さ
ん
。
残
り
１
年
の
学
生
生
活

で
18
歳
選
挙
権
の
実
現
を
背
景
に
し
た

中
学
・
高
校
生
へ
の
主
権
者
教
育
や
山

梨
県
内
の
学
生
ネ
ッ
ト
ワ
―
ク
構
築
に

取
り
組
ん
で
行
く
。

　

帯
広
畜
産
大
学
の
学
生
約
40
人
か
ら

な
る
農
業
サ
ー
ク
ル「
あ
ぐ
り
と
か
ち
」

は
、
十
勝
の
農
業
と
食
の
素
晴
ら
し
さ

を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
地
域
と
協
力
し
て
様
々
な
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

　

主
な
活
動
と
し
て
は
、
小
麦
生
産

量
日
本
一
を
誇
る
音
更
町
（
帯
広
市
隣

町
）
で
毎
年
開
催
さ
れ
、
小
麦
に
ち
な

ん
だ
食
と
ア
ー
ト
を
楽
し
む
収
穫
感
謝

祭
「
麦
感
祭
（
ば
っ
か
ん
さ
い
）」
の
運

営
や
、
日
本
ハ
ム
株
式
会
社
と
地
元
の

パ
ン
屋
の
協
力
に
よ
る
「
華
麗
に
ハ
ム

勝
サ
ン
ド
」の
商
品
企
画
と
札
幌
ド
ー

ム
で
の
販
売
。
ま
た
地
域
活
性
化
を
目

指
し
、
同
大
学
と
地
域
の
企
業
・
住
民

が
連
携
し
て
開
始
し
た
事
業
「
十
勝
カ

レ
ッ
ジ
S
I
L
O（
サ
イ
ロ
）」
主
催
で
、

２
０
１
５
年
初
開
催
し
た
「
十
勝
ジ
ン

ギ
ス
カ
ン
会
議
」で
は
、
市
民
に
親
し

ま
れ
て
い
る
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
の
魅
力
を

全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
、
主
体
と

な
っ
て
出
店
の
協
力
依
頼
か
ら
当
日
の

設
営
や
炭
お
こ
し
、
司
会
進
行
な
ど
運

営
に
当
た
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
地
元
企
業
、
農
家
か
ら
の

協
力
を
得
て
、「
十
勝
の
農
業
を
知
り
た

い
」と
い
う
道
外
大
学
の
農
業
サ
ー
ク

ル
所
属
の
大
学
生
16
人
を
招
き
、
小
麦

の
製
粉
工
場
や
豆
の
調
整
工
場
の
見
学
、

石
窯
を
使
っ
た
ピ
ザ
づ
く
り
体
験
や
近

郊
農
家
で
の
大
型
機
械
を
使
っ
た
ジ
ャ

ガ
イ
モ
収
穫
体
験
、
農
家
と
の
交
流
会

な
ど
、
３
泊
４
日
の
十
勝
合
宿
農
業
ツ

ア
ー
を
開
催
し
た
。

   

“
十
勝
の
農
業
の
魅
力
発
信
”を
掲
げ

る「
あ
ぐ
り
と
か
ち
」は
、大
学
と
い
う
環

境
を
活
か
し
、他
に
も
農
・
酪
・
畜
産
業

を
通
じ
て
広
く
地
場
の
産
業
に
触
れ
る

機
会
を
作
り
出
す
様
々
な
活
動
を
展
開
。

そ
の
活
動
範
囲
は
帯
広
市
に
留
ま
る
こ

と
な
く
、
多
く
の
大
学
と
も
連
携
し
、

全
国
に
拡
大
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
活

動
が
評
価
さ
れ
、
農
林
水
産
省
主
催
の

「
ジ
ャ
パ
ン
ハ
ー
ヴ
ェ
ス
ト
２
０
１
５
」

の「
食
と
農
林
漁
業
大
学
生
ア
ワ
ー
ド
」

で
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
。
今
後
も
、

さ
ら
な
る
活
動
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

神 戸 大 学 ／
西 田 文 香 さ ん

開
か
れ
た
地
域
の
足
へ
、公
共
交
通
活
性
化
を
目
指
す
学
生
サ
ー
ク
ル

「
第
99
回
日
本
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
」で
銅
メ
ダ
ル
受
賞

弘 前 大 学 ／
H・O・T Managers

十勝の農業と食を全国へ発信！
地域貢献に尽力する
農業サークル
帯 広 畜 産 大 学 ／
あ ぐ り と か ち

同世代の政治離れへの
危機感から、社会課題を
気軽に話し合う学生団体を発足
　 山 梨 大 学 ／
　 齋 藤 浩 平 さ ん

「
日
本
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
」の
メ
ダ
ル
を
手
に
す
る
西
田
さ
ん
。

上：地域の子どもたちにバスの乗り方を指導する。
下：電車とバスの情報誌「ほっと」。

「十勝合宿農業ツアー」参加者と「あぐりとかち」のメンバー。

2015年10月に主催した山梨学生交流会での様子。（中央が齋藤さん）

今、学生は！
ここでは学業や課外活動に
真剣に取り組む学生、
グループの活動を紹介します。
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神
戸
大
学
発
達
科
学
部
４
年
の
西
田

文
香
さ
ん
は
、
２
０
１
５
年
６
月
に
開

催
さ
れ
た
「
第
99
回
日
本
陸
上
競
技
選

手
権
大
会
」女
子
４
０
０
ｍ
H（
ハ
ー
ド

ル
）決
勝
で
、３
位
入
賞
し
た
。「
日
本
陸

上
競
技
選
手
権
大
会
」は
陸
上
競
技
の

日
本
一
を
決
め
る
大
会
で
、
神
戸
大
学

の
学
生
と
し
て
決
勝
に
進
出
し
、
上
位

入
賞
し
た
の
は
戦
後
初
と
い
う
快
挙
。

　

父
親
が
元
陸
上
選
手
で
、
兄
弟
４
人

と
も
陸
上
選
手
と
い
う
陸
上
一
家
の

西
田
さ
ん
。
中
学
か
ら
陸
上
を
始
め
、

１
０
０
ｍ
や
１
０
０
ｍ
H
が
専
門
だ
っ

た
が
、
高
校
２
年
の
時
、
４
０
０
ｍ
、

４
０
０
ｍ
H
に
転
向
し
て
急
激
に
開
花

す
る
。
中
学
ま
で
は
な
か
っ
た
女
子

４
０
０
ｍ
、
４
０
０
ｍ
H
が
競
技
種
目

と
な
り
、「
選
手
人
口
が
少
な
く
、
狙
い

目
だ
か
ら
や
っ
て
み
ろ
」と
い
う
当
時

の
指
導
顧
問
の
言
葉
が
後
押
し
と
な
っ

た
。
ま
た
、
こ
の
頃
か
ら
空
気
抵
抗
を

考
慮
し
た
セ
パ
レ
ー
ト
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム

を
着
用
し
、
体
の
管
理
も
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
れ
が
功
を
奏
し
、
タ
イ
ム

も
ど
ん
ど
ん
伸
び
、
高
校
３
年
で
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
に
出
場
。
女
子
４
０
０
ｍ
H

で
２
位
と
い
う
結
果
を
残
し
た
。

　

高
校
時
代
の
先
輩
の
勧
め
も
あ
っ
て

入
学
し
た
神
戸
大
学
で
は
、週
５
日
の

練
習
に
積
極
的
に
参
加
し
、ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
重
ね
て
き
た
。こ
の
４
年
間
で

着
実
に
力
を
つ
け
、６
月
の「
２
０
１
５

日
本
学
生
陸
上
個
人
選
手
権
大
会
」
女

子
４
０
０
ｍ
H
で
優
勝
、７
月
の「
第
83

回
兵
庫
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
」女
子

４
０
０
ｍ
、４
０
０
ｍ
H
で
ダ
ブ
ル
優

勝
、９
月
の「
第
84
回
日
本
学
生
陸
上
競

技
対
校
選
手
権
大
会
」女
子
４
０
０
ｍ
H

決
勝
で
３
位
入
賞
と
、
数
々
の
大
会
で

輝
か
し
い
成
績
を
残
し
た
。

　

２
０
１
６
年
４
月
か
ら
は
高
校
の
体

育
教
員
に
な
る
予
定
の
西
田
さ
ん
。「
今

後
は
指
導
者
と
し
て
、
生
徒
を
国
体
や

大
き
な
大
会
に
連
れ
て
行
き
た
い
」と

目
を
輝
か
せ
て
話
し
て
く
れ
た
。

　
「
学
都
」と
呼
ば
れ
る
青
森
県
弘
前
市

に
は
複
数
の
大
学
が
あ
り
、
県
外
出
身

者
も
多
い
。
札
幌
市
出
身
で
、
弘
前
大

学
大
学
院
地
域
社
会
研
究
科
博
士
課
程

１
年
の
大
野
悠
貴
さ
ん
は
、
乗
用
車
に

依
存
す
る
地
方
都
市
で
の
交
通
機
関
に

不
便
を
感
じ
、
電
車
や
バ
ス
な
ど
の
公

共
交
通
が
も
っ
と
使
え
る
よ
う
に
な
れ

ば
、よ
り
行
動
範
囲
が
広
が
り
、学
生

生
活
が
よ
り
豊
か
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
、
２
０
１
０
年
、
学
生
サ
ー

ク
ル「H

・O

・T M
anagers

」を
立
ち

上
げ
た
。

　

主
な
活
動
は
、
電
車
や
バ
ス
の
基

本
的
な
情
報
提
供
と
地
域
の
お
店
や

見
ど
こ
ろ
を
紹
介
す
る
情
報
誌
「
ほ
っ

と
」の
発
行
、
電
車
や
バ
ス
に
親
し
み

を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
、
小
学
校
や
保
育
園
・
幼
稚
園

な
ど
で
バ
ス
の
乗
り
方
を
教
え
る
「
乗

り
方
教
室
」の
実
施
な
ど
。

　

賛
同
す
る
学
生
の
参
加
が
徐
々
に

増
え
、
代
表
の
大
野
さ
ん
は
「
活
動
を

通
し
て
地
域
の
良
さ
や
魅
力
を
知
る

こ
と
が
で
き
た
だ
け
で
な
く
、
学
生

で
も
地
域
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る

ん
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
交
通
事
業

者
や
行
政
、
商
店
街
の
方
た
ち
の
意

識
変
化
が
感
じ
ら
れ
、
地
元
の
町
内

会
の
方
々
と
情
報
誌
づ
く
り
の
た
め

一
緒
に
地
域
調
査
を
行
う
な
ど
、
地

域
の
方
々
と
協
力
・
連
携
す
る
こ
と
で
、

活
動
の
幅
が
よ
り
広
が
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
単
に
公
共
交
通
の
た
め

だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
人
や
暮
ら

し
に
目
を
向
け
る
こ
と
が
大
事
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
」と
語
る
。

　

２
０
１
４
年
に
は
日
本
モ
ビ

リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
議
の

「J
C

O
M

M

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
賞
」を
受

賞
。「H

・O

・T M
anagers

」は
、今
後

も
地
域
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
学
生
生
活
が
よ
り
楽
し
く
豊

か
に
な
る
よ
う
、
公
共
交
通
と
い
う

ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
活
動
を
続
け
る
。

　

山
梨
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
修

士
課
程
１
年
の
齋
藤
浩
平
さ
ん
は
、
大

学
入
学
直
前
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災

で「
社
会
や
政
治
と
の
関
わ
り
」の
大
切

さ
に
気
づ
き
、「
同
世
代
の
若
者
た
ち
が

あ
ま
り
に
も
社
会
の
諸
課
題
に
関
心
が

薄
い
の
で
は
な
い
か
」と
い
う
問
題
意

識
を
持
っ
た
。「
自
分
た
ち
が
将
来
に
責

任
を
持
た
な
け
れ
ば
、
日
本
の
未
来

に
希
望
が
持
て
な
く
な
っ
て
し
ま
う
」

と
い
う
危
機
感
か
ら
、
学
部
３
年
の

時
に
「C

reate Future

山
梨
」を
設

立
。
共
感
す
る
仲
間
が
少
し
ず
つ
増
え
、

２
０
１
４
年
度
明
る
い
選
挙
推
進
優
良

活
動
賞
や
第
９
回
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
大
賞

優
秀
賞
な
ど
を
受
賞
。

　

２
０
１
５
年
11
月
時
点
で
メ
ン
バ
ー

は
11
名
。
山
梨
県
内
の
４
つ
の
大
学
の

学
生
が
在
籍
す
る
。
定
期
的
活
動
は

週
に
１
度
の
大
学
内
の
学
生
食
堂
で

時
事
ニ
ュ
ー
ス
に
つ
い
て
話
し
合
う

「
昼
飯
N
E
W
S
ト
ー
ク
」と
、
月
に
１

度
、
社
会
問
題
の
テ
ー
マ
を
１
つ
選
び
、

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
「
み
ん
な
の

K
ataruba

」で
、
設
立
以
来
２
年
間

で
延
べ
１
０
０
０
人
以
上
の
学
生
が
参

加
し
て
い
る
。

　

齋
藤
さ
ん
は
団
体
の
活
動
以
外
に
も
、

学
内
に
期
日
前
投
票
所
の
設
置
を
促
し

た
り
、
早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研

究
所
と
共
同
で
候
補
者
の
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
を
ネ
ッ
ト
公
開
す
る
「
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
ス
イ
ッ
チ
甲
府
」を
企
画
す
る
ほ
か
、

全
国
組
織
で
あ
る
若
者
選
挙
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
主
催
の「
若
者
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

で
実
行
委
員
長
を
務
め
る
な
ど
、
そ
の

活
動
は
多
岐
に
わ
た
る
。

　
「
社
会
に
つ
い
て
気
軽
に
楽
し
く
考

え
、
話
す
場
を
作
る
こ
と
が
、
若
者
と

社
会
の
距
離
を
近
づ
け
る
方
法
」と
語

る
齋
藤
さ
ん
。
残
り
１
年
の
学
生
生
活

で
18
歳
選
挙
権
の
実
現
を
背
景
に
し
た

中
学
・
高
校
生
へ
の
主
権
者
教
育
や
山

梨
県
内
の
学
生
ネ
ッ
ト
ワ
―
ク
構
築
に

取
り
組
ん
で
行
く
。

　

帯
広
畜
産
大
学
の
学
生
約
40
人
か
ら

な
る
農
業
サ
ー
ク
ル「
あ
ぐ
り
と
か
ち
」

は
、
十
勝
の
農
業
と
食
の
素
晴
ら
し
さ

を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
地
域
と
協
力
し
て
様
々
な
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

　

主
な
活
動
と
し
て
は
、
小
麦
生
産

量
日
本
一
を
誇
る
音
更
町
（
帯
広
市
隣

町
）
で
毎
年
開
催
さ
れ
、
小
麦
に
ち
な

ん
だ
食
と
ア
ー
ト
を
楽
し
む
収
穫
感
謝

祭
「
麦
感
祭
（
ば
っ
か
ん
さ
い
）」
の
運

営
や
、
日
本
ハ
ム
株
式
会
社
と
地
元
の

パ
ン
屋
の
協
力
に
よ
る
「
華
麗
に
ハ
ム

勝
サ
ン
ド
」の
商
品
企
画
と
札
幌
ド
ー

ム
で
の
販
売
。
ま
た
地
域
活
性
化
を
目

指
し
、
同
大
学
と
地
域
の
企
業
・
住
民

が
連
携
し
て
開
始
し
た
事
業
「
十
勝
カ

レ
ッ
ジ
S
I
L
O（
サ
イ
ロ
）」
主
催
で
、

２
０
１
５
年
初
開
催
し
た
「
十
勝
ジ
ン

ギ
ス
カ
ン
会
議
」で
は
、
市
民
に
親
し

ま
れ
て
い
る
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
の
魅
力
を

全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
、
主
体
と

な
っ
て
出
店
の
協
力
依
頼
か
ら
当
日
の

設
営
や
炭
お
こ
し
、
司
会
進
行
な
ど
運

営
に
当
た
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
地
元
企
業
、
農
家
か
ら
の

協
力
を
得
て
、「
十
勝
の
農
業
を
知
り
た

い
」と
い
う
道
外
大
学
の
農
業
サ
ー
ク

ル
所
属
の
大
学
生
16
人
を
招
き
、
小
麦

の
製
粉
工
場
や
豆
の
調
整
工
場
の
見
学
、

石
窯
を
使
っ
た
ピ
ザ
づ
く
り
体
験
や
近

郊
農
家
で
の
大
型
機
械
を
使
っ
た
ジ
ャ

ガ
イ
モ
収
穫
体
験
、
農
家
と
の
交
流
会

な
ど
、
３
泊
４
日
の
十
勝
合
宿
農
業
ツ

ア
ー
を
開
催
し
た
。

   

“
十
勝
の
農
業
の
魅
力
発
信
”を
掲
げ

る「
あ
ぐ
り
と
か
ち
」は
、大
学
と
い
う
環

境
を
活
か
し
、他
に
も
農
・
酪
・
畜
産
業

を
通
じ
て
広
く
地
場
の
産
業
に
触
れ
る

機
会
を
作
り
出
す
様
々
な
活
動
を
展
開
。

そ
の
活
動
範
囲
は
帯
広
市
に
留
ま
る
こ

と
な
く
、
多
く
の
大
学
と
も
連
携
し
、

全
国
に
拡
大
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
活

動
が
評
価
さ
れ
、
農
林
水
産
省
主
催
の

「
ジ
ャ
パ
ン
ハ
ー
ヴ
ェ
ス
ト
２
０
１
５
」

の「
食
と
農
林
漁
業
大
学
生
ア
ワ
ー
ド
」

で
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
。
今
後
も
、

さ
ら
な
る
活
動
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

神 戸 大 学 ／
西 田 文 香 さ ん

開
か
れ
た
地
域
の
足
へ
、公
共
交
通
活
性
化
を
目
指
す
学
生
サ
ー
ク
ル

「
第
99
回
日
本
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
」で
銅
メ
ダ
ル
受
賞

弘 前 大 学 ／
H・O・T Managers

十勝の農業と食を全国へ発信！
地域貢献に尽力する
農業サークル
帯 広 畜 産 大 学 ／
あ ぐ り と か ち

同世代の政治離れへの
危機感から、社会課題を
気軽に話し合う学生団体を発足
　 山 梨 大 学 ／
　 齋 藤 浩 平 さ ん

「
日
本
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
」の
メ
ダ
ル
を
手
に
す
る
西
田
さ
ん
。

上：地域の子どもたちにバスの乗り方を指導する。
下：電車とバスの情報誌「ほっと」。

「十勝合宿農業ツアー」参加者と「あぐりとかち」のメンバー。

2015年10月に主催した山梨学生交流会での様子。（中央が齋藤さん）

今、学生は！
ここでは学業や課外活動に
真剣に取り組む学生、
グループの活動を紹介します。
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